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序 章 
1．問題提起 
 中国にける 56 の民族において、漢民族以外の民族が「少数民族」と呼ばれている。貴州
省は中国の西南部に位置し、複数な民族が共同に居住する地区である。2002 年の時点で、貴
州省での総人数は 3,837 万人である。その中、少数民族の人口数が 37.9％を占め、全国でも
雲南省に次ぎ、第二の少数民族神子が多い地区である。この中で人数が最も多いのはミャオ
族である[中華人民共和国家統計局 「人口調査」]。 
 ミャオ族はタイやベトナムなど東南アジアの国にも分布しているが、中国国内におけるミ
ャオ族の人口が一番多い。現代中国における「ミャオ族」は、中国の民族識別工作によって、
ミャオ人集団から「ミャオ族」が識別されたことによって誕生した。さらに 1951 年以降、貴
州省では中央政府の指示によって様々な少数民族による自治州や自治県が創出された。本論
文の研究対象は黔東南ミャオ族トン族自治州に生活している西江ミャオ族である。 
 筆者は、中国貴州省出身の漢族であり、家族とともに貴陽市（貴州省中心都市）で居住し
ていた。母の実家は貴州省の凱里市という西江ミャオ族が多数居住している都市にあり、幼
い時から年に二度ほど母の里帰りに連れられて凱裏市にしていたため、西江ミャオ族の同世
代の女性友人と出会う機会もあった。出会った友人との付き合ったことによって、現地のミ
ャオ族の日常生活を目の前に見られる体験ができた。特に彼女たちが祭りや年中行事の際に
民族服装に深い感銘をうけたことで、西江ミャオ族の服装文化そのものに強く興味を持つに
なった。 
 しかしこの 20 数年の間に西江ミャオ族は外来文化（特に漢民族）の影響を受け、伝統服装
を取り巻く状況もまた変容を遂げた。1990 年代前半、山地に位置する西江がまだ閉鎖的であ
った。西江ミャオ族の人々は民族服装を手作り製作して着用することによって、自身の身分
（属するサブ・グループ）や配偶者の有無を表示していた。その後、1990 年代後半の中国社
会全体の「改革開放」により、観光産業が急速に発展し、都市化がかなり進行されたことに
よって、現地のミャオ族人、特に若者たちが学校やテレビにより外の世界を知り、外部社会
との交流も増えるので、当地の民族文化も変化しはじめた。例えば、大半のミャオ族がミャ
オ語を話せなくなり、漢語（普通話）だけ話せることになった。 
 筆者が貴州医科大学に在学した時、クラスに二人の西江ミャオ族の友達がいた。この二人
が普段の生活で民族衣装や装飾品服装を着用することは全くといっていいほどなかった。筆
者はこの二人に「なぜ自分の民族服装を着ないのか」と質問した時、「民族服装はもう年上し
か着ないものだから」という答えをもらった。そして、大学最後の一年は実習であったため、
貴州省東南部西江地域に属する病院で西江ミャオ族の人々と一緒に生活していた。当時、当
地の若者はほとんど自民族の服装を着ていない、わたしたちの漢族と変わらないような服装
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をしていた。例えば、学校に通っている西江ミャオ族の女性たちは普段に学校の制服を着る
が、週末あるいは卒業式や成人式など重要な場合にも美しい民族服装を着用しなくなったこ
とになってしまった。これについて、当地の老人から「今の若者たちに対して民族服装がも
う地味になって、着るのは恥ずかしい」と言ってくれた。 
 筆者は自分の経験から「なぜ現代の西江ミャオ族の若い女性たちはあんなに美しい民族服
装を着用しないのか？」と不思議に思っていた。服装そこで、修士論文の研究テーマを上記
のミャオ族の服装文化における変化を解明するためにこの研究を行った。 
本論文では、まず、ミャオ族の伝統的な服装は何かという視点から、西江ミャオ族の伝統
的な服装と現代社会における西江ミャオ族の服装の変遷を紹介する。また、伝統の西江ミャ
オ族服装の特徴を考察したうえで、ミャオ族服装の文化的な機能を分析する。そして、ミャ
オ族の伝統服装文化と現代服装習慣の比較を通じて、西江ミャオ族の民族服装文化の現代化
過程における変化とその原因を解明する。 
 以上の問いかけに応じるため、本論文は研究方法として主に文献に依拠するが、一部筆者
が西江地域のミャオ族の女性を相手にして実施したアンケート調査資料も分析に用いる。筆
者の生活していた体験およびアンケート調査の資料も使い、西江ミャオ族の伝統服装文化の
変化を考察したうえで、現代社会における西江ミャオ族の伝統服装文化の在り方を分析する。  
 
2．先行研究の検討 
 本論文の先行研究の検討には、ミャオ族の歴史と文化に関する研究、ミャオ族の伝統服装
に関する研究、民族服装の変遷に関する研究の三つに分けて記述する。 
 
⑴ ミャオ族の歴史と文化に関する研究 
ミャオ族の歴史と文化に関する研究について、多数の研究者はミャオ族に関する研究成果
が出てきた。その中、まずは日本の人類学者である鳥居龍蔵が代表的に取り上げられる。鳥
居は海外におけるフィールドサーヴェイを従事した研究者と評価されている［田畑 
2015:15］。鳥居はミャオ族内部の民族集団識別という視点から、ミャオ族服装の色彩におけ
る識別機能を発見し、ミャオ族が服装の色彩によって分類できる少数民族であると指摘した
［鳥居 1976:44—47］。そして、彼が 1902 年から 1903 年にかけて貴州省で調査を行い、成
果として『苗族調査報告』［鳥居 1907］を発表した。この研究の影響は、田畑久夫が「ミャ
オ族の独自の文化を持つ人々がいるという認識が高まり、実体化への寄与を果たした」と評
価した［田畑 2015］。また、鳥居もミャオ族服装の色彩分類方法について、「青染めの上着
とスカートを常用している分派集団を『青ミャオ』と呼ぶ。また、青染めを幾度となく行え
ば生地の色は黒くなるが、この黒色の衣服を着用している分派集団は『黒ミャオ』と呼ばれ
る。そして、麻の生地は綿の生地と違って青染めが困難である。それゆえ、女性が青で染め
ない麻の白いスカートをはいている分派集団を『白ミャオ』族と称しているように、服の色
によって民族内部のグループを識別できる」[鳥居 1976：44—47]を指摘した。 
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 また、フランスの宣教師 F.M.Savina は中国のミャオ族の社会歴史について考察して最初
の『苗族史』［F.M.Savina 1924］を作成した。彼は 20 世紀初期からミャオ族の研究を始ま
り、西洋人の立場でミャオ族の言語、歴史、信仰からミャオ族の文化、風俗、社会環境など
の方面までミャオ族の歴史を論じ、ミャオ族がパミール高原から由来することを指摘した。 
 一方、中国ではまず、民国時代（1912－1949）で、民族学者凌純声と芮逸夫は民族誌的方
法で湘西（中国の湖南省西部を広く指す）のミャオ族に対して経済、政治、社会及び言語、
風俗習慣、宗教信仰などの事項を調査し、『湘西苗族調査報告』［凌・芮 1947］を出版した。
特に、彼たちは F.M.Savina のミャオ族がパミール高原から由来する観点を否定し、中国にお
けるミャオ族に関する研究の扉を開けた。 
 また、著名な民族学者と人類学者呉澤霖は 1937 年から 1958 年までの間、二つの階段に分
けてミャオ族に対する長期間の調査を行った。彼はミャオ族の婚姻、家庭、服装、習俗を中
心として、ミャオ族の婚姻と家庭における親族関係や生活様子を研究した。彼はミャオ族の
生活形態の研究を中心に、男女の役割を分け、男性が狩猟して女性が耕作する生活様子を指
摘した。 
そして、新中国が成立した（1949 年）後、石朝江は 90 年代のミャオ族の歴史、経済、政
治、語彙、文学、教育、思想、宗教信仰、論理道徳、音楽及び家庭、医薬、伝統文化を考察
した。彼はミャオ族の起源、歴史変遷、当時の現状及びミャオ族関する研究が国内外の影響
を記録した［石 1999］。 
 
⑵ 民族服装の変遷に関する研究   
ミャオ族に限らず、それぞれの民族において服装やアクセサリー文化とその関連に関する
研究についてもここに記述する。岡田浩樹、熊野建、小林勝の三人は他者との接触により、
外来の価値観や要素を自らの民族服装に取り込んだりする現象に着目する視点から服装の変
容についての研究がある。 
岡田浩樹は「韓服であるチマ・チョゴリを題材にして、それが外部からの視点への反応と
いう形で民族文化のひとつとして定着していった」を指摘した[岡田 1999:75－102]。 
熊野建はフィリピンのイフガオ族に着目し、今日フィリピン民族服装の代表的布地素材で
あるピーニャ誕生につい論じている。熊野によれば、「ピーニャの原料はヨーロッパ人が持ち
込んだパイナップルの繊維である。この外来の新しい原料が、以前よりこの地方に根づいて
いた加工技術と結びつくことにより、ピーニャというハイブリッドな繊維が誕生したわけで
ある。この後、フィリピンという国民国家形成の過程において、この新素材は民族文化のひ
とつとして、国家的に位置づけられていく」［熊野 1999:103-126］を指摘した。 
小林勝はインドのカースト制度の下でみられた厳しい着衣規制について紹介している。彼
により、「かつてサリーのまだ普及していなかった時代、ケーララ地方では、上位カーストや
王の前では男女とも上半身に何も身に附けないことを礼節として強制された。植民地からの
独立運動の過程から、女性がこぞってサリーを着用することで、均質で平等な「国民」が演
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出されるようになっている。そのような試みは厳然と残るカーストや貧富の差を覆い隠すの
に必ずしも成功しているわけではない」を指摘した［小林 1999:127—146］。 
 そして、山本誠と鈴木清史は経済的、政治的動機から服装を自らの民族的象徴として戦略
的に利用しようとする現象に着目するものであり、「今日的な『伝統』」といったカテゴリー
の設定が可能であるという視点から西洋の影響により壊滅的な打撃をうけた先住民が、その
生存をかけて自らの民族的象徴を経済活動や政治的主張に利用する事例が取りあげられてい
る。山本誠は「エクアドルのアンデス高地民、オタバロの織物製品が民族色豊かなものとい
われながら、実は先進諸国の消費者のもつ文化的美意識が濃厚に反映された、一種の『ブラ
ンド』である」ことを指摘した。そして、彼は「異文化を求めて旅をする私たちは、自らが
形成した「他者イメージ」を確認することで、安堵感を得ているだけではないか」と問いか
けた［山本 1999:199—224］。 
 
⑶ ミャオ族の服装に関する研究 
 ミャオ族の服装は服の生地の色や刺繍や銀製の飾りなど、とても特徴的で、世界にも有名
である。一般的な着るものや装飾品以上にミャオ族の文化を載せる品として貴重なものであ
るため、多くの研究者はミャオ族の服装に関する研究が行ってきた。 
 日本の場合、まず、鈴木正崇の研究を取り上げたい。彼は『ミャオ族の歴史と文化の動態
―中国南部山地民の想像力の変容―』において、貴州省の観光化と公共性という視点から現
代社会におけるミャオ族の伝統服装の在り方に関する変化を検討した。1980 年代から、貴州
省における民族観光事業の発展によって、ミャオ族の民族服装と製作方法も変化した。従来
のミャオ族服装は、単に日常的に着用する服ではなく、ミャオ族の伝統文化も含まれる代表
的な象徴であった。鈴木は服装の製作技術を身につけることはミャオ族の女性が一人前とし
て認められる基準の一つと、配偶者として好ましいか否かを判断する条件の一つであったと
述べている。しかし、1980 年代以降の観光事業の発展と社会の改革開放によって、観光客や
ミャオ族の人々の出稼ぎが増加しつつ、ミャオ族人は自分の民族服装文化に対する認識と製
作方法も大きく変化した。服装は芸術品や商品となっただけではなく、観光化のもとイベン
ト化した儀礼を通じ、国内外の観光客にインパクトを与える重要な道具となったと鈴木は指
摘した［鈴木 2012］。それにより、服の素材や刺繡の技法などが変化し、服装のデザインも
消費者の好みに応じて変わった。そして、外部世界の評価もどんどんミャオ族の内部に吸収
され、民族のアイデンティティーの核となったと彼は指摘した[鈴木 2012]。 
 また、金丸良子は中国雲貴高原に居住するミャオ族・ヤオ族を対象に生業形態と服装の関
係を中心としたフィールド調査を 1983 年から始まり、ミャオ族のサブ・グループに関する
分別が女性のスカートの色彩により分類されることを指摘した。そして、彼女はミャオ族居
住の環境により、ミャオ族のサブ・グループに関する分別が女性のスカートの長さにもより
分類されることを指摘した。 
そして、ミャオ族の研究について宮脇千絵は中国におけるミャオ族の「民族服装」をめぐ
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るポリティクスと、そこから生まれる「民族服装」のイメージや言説を探討し、雲南省文山
チワン族ミャオ族自治州のミャオ族を中心に、時代によってミャオ族服装の素材や製作方法
など変化を指摘し、そして、民族服装の変化により、消費や流通が拡大して当事者と外部者
の価値観の違いを指摘した[宮脇 2010]。 
 中国において、楊正文はミャオ族服装の変遷、ミャオ族のサブ・グループ及び分布、服装
の類型及び服装に図案のスタイル、服装の製作などの方面からミャオ族の服装について述べ
て『苗族服装文化』［楊 1998］を出版した。また、周夢は民族学と服装学の理論を結ぶ、貴
州省のミャオ族における女性の誕生、結婚、死亡の「着替える儀礼」について述べて、服装
と儀礼の関係の視点から民族伝統文化を述べた［周 2011］。 
民族文化に対する研究は新しい話題ではなく、世界中にずいぶん前から盛に行われている。
しかし多くの先行研究は民族服装の機能、文化意味と変遷などの視点から少数民族に関する
研究を行ったが、時代の変化と社会の発展に伴い、民族文化もどんどん変わってくる。また、
同じ研究対象や疑問に対し、時代によって得られる結果も相違である。中国の文献データベ
ース「知網」の検索結果から見ると、2010 年以降に中国でミャオ族に対する研究は急に減少
した。その中でミャオ族服装に関する研究がミャオ族に対する研究の 10％も足りない1。 
本論文では、まず、先行研究の資料に基づき、西江ミャオ族の民族服装文化を考察した上
で、現代社会における西江ミャオ族の服装の在り方を明らかにする。また、観光業の発展に
より、民族服装は商品として販売する背景で、当地のミャオ族人は民族服装に対する思いの
転換を指摘する。そして、時代の進歩により、民族服装の変遷に関する原因を解明する。 
 
3．本論文の構成 
 本論文は、「序章」、第一章「研究対象の概説」、第二章「民族服装における要素」、第三章
「現代社会にける民族服装の変遷」、第四章「現代社会における民族服装に対する考え方の変
動」、「終章 現代社会における民族服装に関する検討」とする、全六章から構成される。 
 「序章」では、先行研究を検討したうえで西江ミャオ族の人々、特に若者たちは漢民族文
化と中心する外来文化と観光の発展の影響を受け、自分の民族衣装に対する共感がどのよう
に変化を起こったのかについての検討を指摘し、本論文の目的および構成を紹介する。  
第一章「研究対象の概説」では、少数民族の定義と生成するところから始め、ミャオ族の
分布、分類、歴史的変遷を展開しつつ、西江ミャオ族の人口、生業、日常と晴れの生活形態
を紹介するものである。 
 第二章「民族服装における要素」では、伝統的な衣装とは何かという視点から、まず、ミ
ャオ族衣装の基本スタイルを紹介するとともに、伝統的な手工芸としての刺繍と銀飾りにお
ける特徴、文化意味、機能を考察するものである。 
                                              
1 中国知網ホームページ：http://www.cnki.net/ 
 最終閲覧日：2016 年 11 月 10 日 
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 第三章「現代社会にける民族服装の変遷」では、まず西江ミャオ族衣装は時代の進歩によ
り産業化の発生、また消費対象の変化、既製服化などの現象を解明する。そして、そのいく
つかの現象の記述に基づき、手作りの服装と機械作りと服装の違いを比較し、民族服装の産
業化に関する理由を指摘するものである。 
 第四章「現代社会における民族服装に対する考え方の変動」では、まず、中国政府がミャ
オ族の民族服装に対する保護政策と観光産業がミャオ族の民族服装に対する影響を検討する。
また、現代社会におけるミャオ族人が自分の民族服装に対する考え方を解明するために、西
江千戸ミャオサイの現地ミャオ族人を対象とするアンケート調査の結果を分析する。そして、
アンケート調査の結果と観光産業発展の状況から、現代社会における民族服装に対する観光
産業の影響を検討し、現代社会におけるミャオ族の人々は民族服装に対する認識の転換を指
摘するものである。 
 最後の終章「終章 現代社会における民族服装に関する検討」では、伝統的な衣装に関す
る変遷の原因および衰微から再興になる原因について分析し、本論文を総論するものである。 
第一章 研究対象の概説 
 中国西江ミャオ族の伝統服装文化を検討する前に、まずは中国ミャオ族の由来を記述する。 
 
1．中国民族識別と「ミャオ族」の由来 
 中国における「少数民族」という概念は、中国総人口の 9 割を占める漢族との相対的な関
係からの定義である。中国民族識別とは、中華人民共和国の成立以来、少数民族の自治を促
進するために民族認定の作業のことである。民族識別によって現在は 55 の少数民族が公認
されている。これに漢族を加えて、中国は 56 の民族が集まる多民族国家になった。それに対
し、次のような記録がある。 
  
  現在は中国の少数民族を 55 と数えているが、歴史的には最初から 55 の少数民族であっ 
たわけではない。建国当初は 9 民族、その後 38 の民族、54 の民族そして 80 年代に 55 
民族といわれるようになった。それ以前は「弱小民族」や「小民族」という言葉が使わ 
れていた。中国成立後、はじめての人口調査（1953 年）では、自己申告に基づいて登録 
された「民族名」は 400 以上にのぼっていたと言われている。その後、中国政府は民族 
識別工作を開始し、分類、統合することにより現在の 55 の少数民族を認定した。［ハス 
ゲレル 2006:11—12］ 
   
 上記の文献によって、現在の中国が 56 の民族があることは常識であるが、現在の 56 個民
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族は、新中国成立時の 400 個以上の民族集団から、長期間の調査によって言語、信仰、衣食
住などが確定された結果である。中国の歴史上、長期的に少数民族に対して差別化や圧迫の
政策があったため、多数の少数民族の人々が自分の民族身分を隠さなければならなかった。
新中国が成立した後、民族平等の意識が増強したことによって少数民族の人々も自分の民族
身分を公開した。一方、中国の少数民族自治政策と民族政策を実施することによって少数民
族に対する民族識別も展開した。 
ミャオ族の成立について、鈴木は以下のように述べている。 
  
1949 年の中華人民共和国成立後には、広大な領域を統治するため、多様な集団の現状把  
握が国是となり、スターリンの「民族」の定義に基づいて言語、居住地域、経済生活、 
生理状態という四つの指標による民族識別が導入され、「苗族」が公式に認定されるに至 
った。［鈴木 2012:9］ 
 
 鈴木の指摘のように、民族識別工作とは、各自の言語、居住地域、経済生活、生理状態の
四つの指標によって民族集団を「識別」して独立の民族集団として認めることであった。新
中国の成立初期に各民族集団の名称は複雑であった。1955 年の中国第一次人口調査によっ
て、中国では申告により 400 以上の民族集団があった。この中では民族集団に対する自称も
他称も含まれた。例えば、発音の翻訳や居住地の違いによって一つの民族が二つの異なる民
族集団になってしまうことも現れた。この問題を解決するため、単一な少数民族であるか、
あるいはある少数民族の分枝であるか、を解明しなければならなかった。 
この課題に対して、民族識別に従事していた中国民族学者林耀華は、民族平等を実現する
ために民族の確定が優先であることを指摘した。林耀華は西南部の民族識別工作の展開につ
いて以下のように述べた。 
 
  1953 年の全国人口調査に備え、中央政府調査団が「名はその持ち主に従う」という原則 
に基づき民族調査を行った結果、全国において 400 余りの「民族」、雲南のみで「260 
余りの『民族』の名前」が報告されたという。しかし、報告された族称を全く「民族」 
と認め、政策の実施に移るわけには行かず、中央政府はまず「民族識別作業」すること 
が目下の任務であると認識するようになる。そして 1954 年に、「民族識別作業」は西 
南地域2から始まったのである。［林 1987:1］ 
 
 そして、彼は民族識別工作が「科学的客観」に依拠するとともに、「名従主人」という原則
を重視すると述べている［林 1984:355］。つまり、民族識別工作は「民族特徴」と「民族意
                                              
2 西南地域とは中国の西南部の地域を指し、チベット高原、四川盆地、及び雲貴高原を含ま
れる。 
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志」に基づいて展開した。 
 民族特徴は民族を識別する根拠と基本条件である。彼は「中国の民族識別工作とは、歴史
上に形成された人類の生活地域、族称、民族源泉、経済生活、文化、心理などの特徴に対し、
幅広い調査が行った」［林 1984:356］。 
したがって、民族識別では単独的に民族の一つ特徴を考察することではなく、民族特徴を
一つの整体として分析することになった。民族の形成過程と民族特徴の具体的な表現を結合
して考察し、一つの人類共同体の属性を確定する。更に、「民族意志」は民族識別工作の過程
における最も重要な原則である。理由は民族識別を展開した時、政府が人を代わりにこの人
を属する民族を確定することができないから。なぜなら民族成分と民族名称は、強制的に人
民に押さえることではない。したがって、民族識別の際、「人民の意志」が一つ識別原則であ
った。民族意志が重要である理由は、当該民族の人々が主観的に当該民族を認可することだ
けではなく、当該民族以外の人々もこの人類共同体とする民族の歴史及び特徴を理解させる
ことでもある。 
林の研究によって、当時に民族の定義について、一つの共通認識があった。これは、「民族
が人類の歴史上に形成された共通の言語、共通の地域、共通の経済生活、共通の文化による
共同の心理、この四つの基本特徴を有する安定的な共同体」である。これからの中国の民族
識別運動においても、上記の四つ基本的特徴に基づき、独立の民族集団に対して識別工作を
展開した。 
民族識別は３つの階段で行われた。まず、1950 年から 1954 年までの第一段階では、ミャ
オ族、モンゴル族、ヤオ族、白族など 38 個の少数民族が確定された。1954 年から 1978 年
までの第二段階では、トゥチャ族、ジン族、ハバ族など 16 個の少数民族が確定された。最後
の第三段階（1978 年から 1987 年まで）では、1979 年にジーヌ族が単一の少数民族として
確認された。下記の松村の指摘した通り、中国のミャオ人の群体は「ミャオ族」として単一
民族として中国政府に認定されたが、漢字では「苗」でありながら、「苗族」は漢族による他
称に過ぎないのである。 
  
「ミャオ族は自称ではなく、漢民族による他称である。漢字表記は苗（miao）族、自称 
はモン（mon）」。［松村 1973:209］ 
 
一方、民族識別によってミャオ族の自治地域も明確された。1951 年、中国中央政府の指示
によって、貴州省東南部の黔東南3ミャオ族トン族自治州、南部の黔南プイ族自治州など少数
民族の名を付けられる自治州や自治県が次々に誕生した。 
 民族識別において、ミャオ族が所在する貴州省の申告民族数が一番多かった。貴州省の民
族識別について、1949 年以前の中国貴州省では約 100 以上の異なる民族名称を持つ民族集
                                              
3 貴州の略称は黔であり、黔東南とは貴州の東南部を意味する。 
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団が存在した。1950 年、中国中央政府の民族訪問団が貴州省にて現地調査を行った時に報告
された民族名称は約 80 個があった。1953 年、貴州省はプイ族の名称を確定し、また、1956
年にはガロー族の名称が公表された。1957 年から 1964 年までの間、貴州省の民族識別工作
は行われていなかった。1965 年から、貴州省の黔東南ミャオ族ドウ族自治州と安順地域で一
年間の民族識別運動が行った。大量の検討、論証、修正を通じ、1979 年まで、国家によって
公表されたミャオ族、プイ族、ドン族、リー族、水族、回族、ガロー族、チワン族、ヤオ族
などの貴州地域に居住している 23 の民族が認められている。 
 
2．ミャオ族の基本状況 
2-1 ミャオ族の歴史  
 2010 年まで、中国では漢民族の割合が全民族人口の約 91.51％を占め、その他、約 8.49％
の中にも 55 の少数民族が存在している4。「中国人口普査（中国の人口数の調査）」により、
以下の表 1 にまとめる。 
 
表 1  1953－2010 少数民族人口数と割合（人数単位：億） 
年度 漢族人口 総人数に占める 少数民族総人数 総人口に占める 
1953 年 5.47 98.94％ 0.35 1.06％ 
1964 年 6.51 98.22％ 0.40 1.78％ 
1982 年 9.37 97.3％ 0.67 2.7％ 
1987 年 総人口の 1％をサンプリング調査し、そのうち漢族人口が 92％を占める 
1990 年 10.42 91.96％ 0.91 8.04％ 
2000 年 11.59 91.59％ 1.06 8.41％ 
2010 年 12.26 91.51％ 1.14 8.49％ 
 （筆者作成） 
 
中国における少数民族の中、2010年に第六回人口調査でチワン族の人口数（16,926,381人）
は最も多かった。次は 1,000 万人前後の満州族、回族、ウイグル族であった。少数民族とす
るチワン族もチリやオランダと同程度の人口であった。また満州族と回族もハンガリーと同
程度の人口規模であった。そして、ミャオ族の人口が 9,426,007 万人口であり、チワン族、
満州族、回族とウイグル族の下に人口数第五の少数民族であり、漢族以外の 55 の少数民族
のうち、大きい民族集団の一つである。 
                                              
4 中華人民共和国国家統計局 「人口調査」 
（http://www.stats.gov.cn/tjsj/pcsj/ 最終閲覧日：2016.11.12） 
12 
 
表２ 2010 年の中国人口第六回調査（少数民族人口数） 
 族 名 人口数 総人数に占める 
第１位 チワン族 16,926,381 1.2700％ 
第２位 回 族 10,586,087 0.7943％ 
第３位 満洲族 10,387,968 0.7794％ 
第４位 ウイグル族 10,069,346 0.7555％ 
第５位 ミャオ族 9,426,007 0.7072％ 
残り：略    
（筆者作成） 
 
ミャオ族の自称は Hmub（ムー）、mon（モン）、maob（マオ）であり、地域により、ghabnus
（ガノウ）や ghab Xongb（イション）もある。他の民族はミャオ族に対して、ミャオ族の服
装色彩や長さによって、赤いスカートか黒いスカードを着る「紅苗（ホンミャオ）」や黒苗（ヘ
ーミャオ）、または長いスカート着る人々を「長裙苗（チャンチュンミャオ）」、短いスカート
着る美と人を「短裙苗（ダンチュンミャオ）」などの名称で呼び分けられている5。民族識別
された後、全て総称してミャオ族（苗族）と言われている。 
 ミャオ族は、長い戦争時代を経歴して多様な伝統文化を持つ民族である。戦争を避けるた
め、歴史上のミャオ族は長時間に一つ地域に居住することがなく、流動的な生活をしていた。
歴史上のミャオ族は五回の大規模移動があったと言われている。ミャオ族の歴史的な移動に
ついて、君島は以下のように述べている。 
 
  明らかに「苗」なる族名があらわれるのは、唐の『蛮書』や、宋の『渓蛮叢笑』から 
  であるが、はるか古代に洞庭湖付近に居住した「三苗」や殷周時代の「髳（マオ）」 
  人をもって、苗族の祖先とする説もある。ともあれ、後漢時代にはすでに、湖南省の 
  西、貴州省の東の五渓地区に住んでいた。「五渓蛮」あるいは「武陵蛮」と呼ばれて 
  いたことは文献にあり、民間伝承の「苗族古歌」にも、西方への遷徏がうたわれてい 
  る。かくして、苗族の大部分は湖南省、貴州に拠ったが、一部は鳥江に沿って、貴州 
  西北と四川の南へ入った。意図的に遷徏したもののほか、九世紀には捕らわれて雲南 
  に移され、また一六世紀には海南島へ、徴用により送られた。これらは比較的大規模 
  な移動の歴史である。［君島 1993:154］ 
 
 ミャオ族の歴史に対する有名な研究者は呉栄臻である。彼は数十年にずっとミャオ族の歴
史を研究し、『苗族通史』というミャオ族の歴史を記述する本を出版した。彼により、ミャオ
族の移動史は以下のようにまとめられる。［呉 2007］ 
                                              
5 ここにミャオ族の呼び方に対する日本語の発音は全て音訳である。 
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 第一回目の移動は約千百万年前、ミャオ族の人は発祥地（現在の四川省）から長江に沿っ
て移動し、最後に長江中流南北両岸に着いて定住した。生産の発展に伴い、生活水準を改善
することにより、人口が増えた。初めて西部から東部への移動は昔羌人の圧迫を受けていた
という理由がある。 
 第二回目の移動は約 4300－4600 年の前、夏禹という人は皇位を継承し、ミャオ族の人と
一緒に長江を管理していた。その時、ミャオ族の人数は増加し、勢力を拡大した。夏禹はミ
ャオ族の人が自分の統治地位に対して脅威を感じ、ミャオ族の人に攻撃をかけた。戦争が七
十日ぐらい続き、ミャオ族の人が戦敗した。それにより、ミャオ族の人は湖南、江西に逃亡
して定住した。 
 第三回目の移動は約 4100 年の戦国時代、頻繁の戦争に伴い、各民族は異なる程度の災難
を受けた。特に、楚国が秦国に消滅された後、楚国の人口を一部占めるミャオ族も西南地域
へ逃亡し、貴州や四川の辺境などに移動し定住した。 
 第四回目の移動は約 3900 年の前、貴州や四川と接する所に居住していたミャオ族は長期
間の休養する一方、ミャオ族の集落を設立していた。ミャオ族の勢力の拡大に伴い、当地の
首領である唐ヤオはミャオ族の勢力を破壊するため、一部のミャオ族がそれぞれ異なる場所
へ追い込まれた。今回の移動は前三回と違い、分散の移動になった。 
 第五回目の移動は約 1200 年の前、戦争や天災を逃げるため、ミャオ族の人は西南部の貴
州省や四川省と接する所から内部に移動した。そして、少数の一部の人は国境を越え、ラオ
スに着いて居住していた。[呉 2007:14－22] 
2-2 ミャオ族の居住地 
ミャオ族の居住地について、松村は以下のように述べている。 
 
  貴州省黔南プイ族ミャオ族自治州（州都は都匀）、雲南省文山チワン族ミャオ族自治州 
（州都は文山）、雲南省紅河ハニ族イ族自治州屏辺ミャオ族自治県、四川省南部の叙永、古 
藺、長寧、筠連、秀山の各県（ミャオ族人口十万）に住むミャオ族（約四十万人）だ。
［松村 1973:221］ 
 
 ミャオ族の中国国内分布について、主に貴州省の黔東南ミャオ族トン族自治州、黔南プイ
族ミャオ族自治州、湖南省の湘西トゥチャ族ミャオ族自治州、雲南省の文山チワン族ミャオ
自治州に集居している。少数民族が比較的多く居住する地域は民族地区と呼ばれている。民
族自治地方は自治区、自治州、自治県の三つ行政等級を規定されている。中国では、自治区
＝省級、自治州＝一般都市、自治県＝都市以下の県や区となっている。現在の中国では、五
つの自治区（新疆ウイグル自治区、内モンゴル自治区、広西チワン族自治区、寧夏回族自治
区、チベット自治区の五つ）、30 の自治州（中には黔東南ミャオ族自治州だけはミャオ族の
14 
 
自治州）、120 ほどの自治県（中には金平ミャオ族タイ族自治県や鎮寧プイ族ミャオ族自治県）
がある。 
「民族自治」という概念は、中国共産党政権に重要な意味がある。中国共産党の基本方針
として、中華人民共和国の建設に「民族」の平等と団結が必要であることと考えられた。こ
の「民族」の平等と団結は、政治体系上にも明確された。木村は 1938 年の毛沢東の報告につ
いて、次のように述べている。 
  
  蒙（モン）、回（カイ）、藏（チベット）、苗（ミャオ）、瑶（ヤオ）、彝（イ）などの各 
民族が漢族と平等の権利を持ち、共同で抗日するという原則のもと、彼ら各民族が自分 
の問題を自分で管理する権利を認め……各少数民族と漢族が雑居する地域では、現地の 
政府がそこに居住する少数民族の人員から構成される委員会を設立し、省や県の一部門 
として、彼らの問題を管理し、民族間の関係を調整し、省や県政府委員のなかに彼らの 
いるべき場所を確保するべきである。［木村 2013:134］ 
 
 「民族平等」を実現するため、中国政府は各少数民族に「民族区域自治」政策を含む様々
な政治的権利や優遇的措置を付与している。この中、ミャオ族は主に貴州省の少数民族自治
区、自治県に居住している一方、湖南西南部、貴州省北部と西北部、雲南東南部および広西
西部と北部の各山間地、広東省の海南リー族ミャオ族自治州、四川省の南部、湖北省の西部
にも少数のミャオ族が存在している。（図１）。 
 
図 1 中国におけるミャオ族の分布 [田畑・金丸 1989:142] 
 
 上の図から見ると、図の真ん中あたりの貴州省の東南部は 10 万人以上や 1 万～10 万人の
集中的に居住しているのが分かる。西江鎮はその真ん中にある。 
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2010 年、全国のミャオ族人口は 9,426,007 人であった。この数字は 2000 年より 48 万人
以上増加した。その中、貴州省のミャオ族人口が 3,968,400 人になって、人口数が第一位で
あった6。 
ミャオ族は中国の西南部を中心として広範囲的に分布している。地域によって様々な分類
方法があるが、服装による分類方法が主流である。金丸は「従来から主として女性が着用し
ている民族服装の色彩を中心に分類されることが多かった」［金丸 2000:13］と述べた。   
金丸の指摘したように、ミャオ族の女性の日常的に着用している服装の色彩によって、分
類されるサブ・グループはそのまま名付されている。女性の着るスカートの色によって、紅
ミャオ（赤いミャオ族）、黒ミャオ（黒いミャオ族）、藍ミャオ（青いミャオ族）、白ミャオ（白
いミャオ族）と分類されている。つまり、赤いスカートを着ているミャオ族は紅苗だ、黒い
スカートを着ているミャオ族は黒苗だという分類方法である。特に、この分類方法によって
同一集団の女性は服装に対して高度な統一性が見られる。これによって、ミャオ族の女性は
自分が属する集団以外の色彩の服装が着用しないという衣装における特徴の一つが分かった。
言い換えれば、ミャオ族女性の服装は文化の記号になって、彼女たちは自分の所属などが服 
装の色彩で表現されている（図 2）。 
 
図 2 服装によるミャオ族の分類（筆者撮影） 
 
 図２の向かって左１と左２は「藍ミャオ」の女性の服装であり、左３は「紅ミャオ」と
呼ばれるミャオ族の女性の服装であるが、右２の女性は「白ミャオ」の服装である。 
 そして、現代社会におけるミャオ族の伝統服装について、宮脇は「ミャオ族の服装はサブ・
                                              
6 中国民族ホームページ：www.minzu56.net  
 最終閲覧日:2016.11.13 
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グループごとに差異があるが、それが最も顕著に現れるのはスカートである」［宮脇 
2010:45］を指摘した。スカートの長さによって、「長裙ミャオ（長いスカートを着用）」と「短
裙ミャオ（ミニスカートを着用）」を分けられている。スカートの長短分類の基準は膝である。
膝を超えるスカートは長裙ミャオになって、膝上のスカートが短裙ミャオである。上の図２
の向かって左１や左２のような女性は「長裙ミャオ」であり、逆に真ん中に立っている女性
は「短裙ミャオ」である。 
 色やスカートの長さはサブ・グループの分類の基準にもなるほど、ミャオ族の集団におけ
る服装は高度的な統一性がある。それで、民族服装もミャオ族とそれぞれのサブ・グループ
のシンボルになっているのである。したがって、ミャオ族の服装は単なる美観や防寒する効
果だけではなく、民族や集団の識別するに重要な役割を果たしている。 
 また、ミャオ族は歴史上の移動結果からみると、居住する場所による命名されるサブ・グ
ループもある。金丸の『高坡ミャオの研究—貴州省従江県谷坪郷山崗村を事例として−』［金丸 
2000:46−47］によると、ミャオ族は漢民族が自分の居住地に侵略することに抵抗をしたが、
結局は完全的な失敗になった。一部のミャオ族は自分の土地が奪われて山地に逃げることに
なってしまった。山地での生活は辛いが、ミャオ族の祖先は山中に存在する天然資源を有効
に利用して生活を営むことになった。このような海抜高度が高い地域に居住しているミャオ
族集団は「高坡ミャオ」と呼ばれされている。一方、一部のミャオ族人は山地ではなく、河
川の上流に移動して山間の盆地や山麓に居住することになった。このような平坦地に居住し
ているミャオ族のサブ・グループは「平地ミャオ」と呼ばれている。 
鈴木は「ミャオ族は多民族国家である中国の少数民族であるだけではなく、東南アジア大
陸部にも同系統の人々が居住しており、一九七五年以降は政治変動に伴い難民として北アメ
リカなどに渡った人々も民族集団モン7を形成している」［鈴木 2010:147］と述べているよ
うに、漢族から長時間の圧迫を受けていたので、ミャオ族人は中国を離れて海外にも移動し
た。現在、ミャオ族は中国だけある少数民族ではなく、東南アジアの国でもミャオ族のサブ・
グループが形成された。 
 ミャオ族の移動理由について、田畑久夫が以下のように述べている。 
 
  とりわけ、ミャオ族がインドシナ半島北部にまでその居住地域を拡大するに至ったのは、 
以下に述べるように漢民族との抗争の結果であるといわれている。例えば、1666 年に清 
王朝がミャオ族に対して直接統治を行うことを決定し、王朝に服従しないミャオ族に対 
して、数年間にも及ぶ徹底した討伐を実施した。そのため、一部のミャオ族は、かよう 
な弾圧を避けるために、国境を越えて南下せざるをえなかったのである。［田畑  
1996:98］ 
 
                                              
7 モンはミャオ族の自称である。 
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 上記の理由によって、現在のミャオ族は中国だけではなく、中国の国境を越えで海外にも
分布している。 
歴史上のミャオ族は戦争を避けるため、故郷を離れて海外へ移動した。ミャオ族の人々は
最初にベトナムに入った。1979 年、ベトナム政府は全国の人口数調査の結果によって、当時
にベトナムの人口数が 52,741,766 人であった。その中、ミャオ族の人口は 349,000 人であ
り、総人口の 0.66％を占めた［郭 1986:116］。ベトナムにおけるミャオ族はモン（Hmongb）
を自称し、Hmongbdleub、Hmongb dlob、Hmongb shib、Hmongb Lab、Hmongbnzhuab
という五つのサブ・グループに分けている。ベトナム戦争に伴い、一部のミャオ族は難民と
してカナダやアメリアなどに移動した。20 世紀末、アメリカに到着したミャオ族は 200,000
人であった。この中、一番多いのはラオスのミャオ族であり、他のもベトナムとタイから移
動したミャオ族人も存在した［至 2002:24］。 
 一方、タイのミャオ族について、譚厚鋒は『中国境外苗族的分布与変遷』［譚 1997］の報
告によって、「タイのミャオ族人口数は 132,000 人であり、カレン族に次ぎ、第二の山地民族
である」と述べている。また、ラオスにも 300,000 人以上のミャオ族が存在した。海外のミ
ャオ族について、統計できるミャオ族人口はおよそ 1,000,000 の人口であり、主にベトナム、
ラオス、タイなどの東南アジアとアメリカ、カナダなどの欧米国に分布しているという［譚 
1997:113］ 
 地域によってミャオ族人の生活様子や民族文化、習慣など差異があるので、本論文は西江
ミャオ族に基づくものである。 
2-3 西江ミャオ族の特徴 
平田によると、中国における少数民族の分布状況は以下の六つの特徴が指摘できる。 
（１）人口が少ないわりに広大な地域に分布している。 
（２）多くは西部地区の山地、高原、草原などの自然条件、生活環境が厳しく人口が希薄な
ところに居住している。反面、石油、天然ガス、石炭などの天然資源に恵まれている。 
（３）国境地帯に居住している。 
（４）大分散、小集居、交錯雑居という民族分布状況になっている。 
（５）少数民族人口の約三分の二は、各民族が「民族区域自治」を実施できる「民族自治地
方」に集中的に居住している。 
（６）少数民族人口の約三分の一は当該民族の「自治地方」ではなく、全国各地都市や農村
に分散して居住している。［平田 2002:45］ 
 
 中国におけるミャオ族はまさに上記の特徴を持っている。また、垣本はミャオ族の分布特
徴について、「ミャオ族の分布はかなり広範囲で、ひろく分散し小さく集中しているのが分布
上の特徴である」［垣本 1981:30］を指摘した。ミャオ族の分布特徴は、垣本の指摘のよう
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に貴州省の東南部に集中的に居住している。 
   
  ミャオ族の生業形態は、山間盆地や河谷平野です水稲耕作を営む人々や高原や山地で常
畑や焼畑を営む人々がおり、他の民族と高度を棲み分けたり、交錯混住するなど複雑で
あるが、総じて言えば山地民族である。［鈴木 2012:7］ 
 
 ミャオ族の主要な居住地である貴州省はカルスト地形である。本論文の研究対象とする西
江ミャオ族の人々は山間盆地に住む山地民族である。西江は貴州省東南部のミャオ(苗)族ト
ン(侗)族自治州の雷山県に属する。位置は東経 108°02'14”—108°012'25”北緯 260°16'13”—
260°33'48”である（図 3）。ミャオ族トン族自治州は 16 の県、68 の区、484 の公社がある。
現地の人口は 320 万であり、そのうち農業人口が 90％を超えて 290 万人余りである。西江
の民族構成について、一番多くのはミャオ族であり、総人数の 37％になっている[古島 
1987:151]。一方、西江は“千戸苗寨8”の美称がある。なぜなら、西江では貴州省において大
部分のミャオ族（数千以上のミャオ族世帯）が居住している。 
 
図 3 貴州省における自治州の分布図 （古島 1987） 
 
 
ミャオ族の生活様子について、松村は「西南の中国の山地に住む少数民族の社会は、ほと
んどが緊密に組み立てられた部族社会だ。それは平地の農民社会がいとなむ農業より一歩前
                                              
8 数千のミャオ族世帯から構成する集団の意味。「ミャオ族最大の集落」と言われる。 
西江 
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の階段、すなわち焼畑耕作をいとなむ山地栽培民の社会である」［松村 1973:207］と記述し
ている。 
西江ミャオ族は農業耕作の山地民として、自分の土地を持ち、水稲耕作を中心となってい
る。収穫したものの一部は自家の食料とするが、余る部分を市場で販売している。現地の経
済水準は低いため、ミャオ族農家の農産品の価格も非常に安くなっている。 
従来の農業作業は基本的に女性を中心となった一方、男性はかつて武器を製作して、狩猟
と戦争に専念していた。そして、ミャオ族女性の仕事は農業だけではなかった。普段にミャ
オ族の女性は夕方に農作業が終わった後、一つの家に集まることになって、刺繍の作業をや
り続けている。ミャオ族の女性がこれほど刺繍に熱心する理由は、ミャオ族刺繍によって製
作する服装は自分自身（あるいは娘に）の嫁入り道具あるいは好きな男性への贈り物である
から。現在は販売目的の商品として製作することもある（図 4）。 
 
図 4 西江ミャオ族人はミャオ族服装を販売中（筆者撮影） 
 
また西江ミャオ族の家について、西江は天然の樹木が豊富な資源があるので、西江ミャオ
族の建物材料と特色のある構造は特別なスタイル木造の“吊脚楼”が形成した。西江ミャオ
族の家は手作りのものであり、普通の家庭は 2 階建ての一軒家になっている。上の階は人の
居室として下層部に家畜小屋である。富裕な家庭は 3 階建てになって、三回は自分たちの寝
室用で、二階はお客の招待を目的として使用する。そして、ベッドは木製であり、座席が草
で束ねる茣蓙である。 
現地のミャオ族の人々は、毎日の朝 3 時頃に鶏の鳴き声で起きて、朝食をする。食べ終わ
ったら農作業に出かける。午後 2 時頃に農作業が終わって休憩に入る。そして、4 時頃に夕
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飯をして、日が沈む時に寝ることになっている。 
 貴州統計調査年鑑9によって、2001 年貴州省農村部のエンゲル係数10は 60.03 であった。
国連食糧農業機関（FAO）の基準からみると、59％以上は貧困層、50―59％はやや貧困の層、
40―50％はややゆとりのある層、30―40％は富裕層、30％未満は超富裕層と分類されている。
だから貴州省のミャオ族地域はまだ貧困であると考えられている。ミャオ族が居住している
山間地帯は電気・水道網も未整備であり、米栽培も行っていないため、人々の主食はトウモ
ロコシとジャガイモであった。また、貴州省は山地が多いので、このような地形で道路を作
るにコストも非常に高い。未整備の交通網は、貴州省の経済的発展の遅れを引き起こして、
農村地域の経済発展は困難である。 
 従来の西江ミャオ族の生活形態は男女に分け、男性は耕作や狩猟を中心に、女性の方は生
地を紡いたり、服に刺繍をしたりすることを中心に働き、時間的な余裕があったら農作業を
手伝う。また、女性たちは刺繍の技術を妹たちや自分の娘に伝授する伝統がある。ミャオ族
の衣服に多くの刺繍をされている。その刺繍はカラフルの色でいろいろな図案の手刺繍のも
のである。ミャオ族の刺繍は 2006 年 5 月 20 日に、第一回目の非物質文化遺産として、国の
非物質文化遺産名録（National Intangible Cultural Heritage List）に登録された11ほど、少
数民族のなかにおいても有名である。刺繍の図案の深層には独特の文化的な意義を含まれて
いるため、女性たちは刺繍の技術を伝授すると同時に、それぞれの図案の由来や意味、及び
銀飾りの様式が語る自分の民族の文化や歴史を言い伝えてやり、このように文字のない自分
の民族の歴史を口頭で代代伝承してきたのである。 
 次ぎはミャオ族の伝統服装を代表とする刺繍と銀飾りを考察したうえで、ミャオ族伝統服
装の機能を分析する。 
第二章 民族服装における伝統要素 
 民族服装は顕著に民族性を表現するものであり、民族の文化と生活において重要な役割を
担っている。さらに、民族の精神を伝えるものである。2008 年には、ミャオ族服装、回族服
装、ヤオ族服装、朝鮮族服装などの 15 の少数民族の服装が国家級非物質文化遺産として登
                                              
9 貴州統計局ホームページ：www.gz.stats.gov.cn 
  最終閲覧日：2016 年 11 月 16 日 
10 エンゲル係数とは食費の消費支出に占める割合であり、生活水準を測る指標でもある。
戦争直後には極めて高かったが、1960 年代前半には 40％以下に、さらに 1970 年代末には
30％まで低下するなど、生活水準の向上を示してきた［総務省統計局 家計調査］。 
11 中国非物質文化遺産ホームページ：http://www.ihchina.cn/ 
 最終閲覧日：2016 年 12 月 14 日 
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録された12。 
 
1．民族服装とは 
ミャオ族の服装はミャオ語で「欧欠（オーチェン）」と総称され、さらに日常生活で着用さ
れる服装と祝祭用の服装の二つに分類される。ミャオ語で「欧欠嘎給希（オーチェンガゲシ）」
と呼ばれる祝祭用の服装（図 5）は、ミャオ族の女性たちが一年のうち主だった祭りや祭祀
でのみ着用する服装である。祝祭用の服装には、牛角のような形の大きな銀の頭飾りや錠の
形の銀製の首飾りなど、ミャオ族の女性にとって最も貴重な品々が身に付けられる。一方、
農耕作業の行う上でのため、生活用の服装は祝祭用の服装のように複雑ではなく、簡素で素
朴な様式となっている（図 6）。日常生活では煩瑣な銀飾りや不便なスカートは着用せず、ズ
ボンを穿いて前掛けをかけるのである。その場合、図 6 の真ん中の女性のように、衣装の縁
に簡単な刺繍を施したり、首に小さな銀製の飾りを付けたりすることもある。かつてはこの
ような刺繍も、すべて自分で縫ったのだとされている。       
図 5 祝祭用の服装 [田畑・金丸 1989]  図 6 生活用の服装 [田畑・金丸 1989] 
  
西江ミャオ族は歴史的に、木の皮や草の茎、大麻を原材料とした服を作っていた。麻の栽
培は貴州省の気候に適しており、また麻製の服は保温に優れていたため、寒暖差の大きいこ
の地域での生活に不可欠なものとなっていた。伝統的な服装の原料となる麻は各家庭で栽培
されており、春に作付けして夏に収穫された。収穫した麻は束にして数日乾燥させ、さらに
                                              
12 中国政府ホームページ www.cov.cn 
  最終閲覧日：2016 年 10 月 23 日 
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表面の皮を剥がして繊維にする。従来はこのようにしてできた麻糸を使用し手縫いしていた
が、1980 年代に農村にも足踏みミシンが普及したのちは、ミシンが使われるようになった。
その後、1995 年前後に同地域で養蚕が普及し始めると、ミャオ族の服装にも蚕糸が使われる
ようになった。 
 
2．「刺繍」の語り 
2-1 刺繍の特徴 
西江のミャオ族の刺繍は、多様な芸術表現の形式を備えている。西江ミャオ族の女性の盛
装は、そうした表現の典型に挙げられる。図５のように、上着は濃い青色あるいは濃い赤色
で大きな襟元の服である。また袖、胸、襟、肩などの意匠には様々な技法が使われており、
赤、青、紫、緑など様々な色彩で龍や植物、鳥をはじめとした図案が刺繍されている。さら
に下半身を彩るスカートもまた、複雑な図案で飾られている。 
刺繍の種類は非常に多様である。色の分類でいえば、単色刺繍と彩色刺繍とに分けられる。
単色刺繍は淡い青が主流である。単色刺繍の工芸技法は比較的簡単であるため、素朴な印象
を生むほか簡便であるという利点もある。一方、彩色刺繍には七種類の色が使われる上に技
法も複雑である。彩色刺繍の図案には、自然の植物や動物が選ばれることが多い。 
さらに、刺繍の飾りについてもさまざまな規範がみられる。西江ミャオ族の刺繍において
常用される糸の色は赤、灰、青、紅、紫、白、緑などであり、対比的な配色が好まれること
や、地域の自然や素朴な題材が豊富であるなどの民俗的な特徴がある。刺繍に使われる布地
には主に赤、青、黒、白のものが選ばれる。布と糸の色の組み合わせにも一般的な傾向性が
みられ、たとえば赤が下地の場合には濃い緑あるいは淡い緑が主調となり、青、紫、ピンク
が配色される。青が下地の場合には、緑色が主張となり、オレンジ、ピンク、紫、黄色など
が配色される。近年では黒色の下地も流行しており、赤あるいは緑が主調となり、オレンジ、
青が配色される。また、夏の服装としてよく使われるのは白の下地である。白の配色に関す
る制限は少ないので、色の組合せは多様となり、現代の刺繍でもよく使用されている。 
 西江ミャオ族は長期にわたって山地に居住してきたため、彼らのまわりには青や緑といっ
た自然の色彩が数多く存在している。そうした自然に対する親和性から、同地域のミャオ族
の服装は青と緑を中心にしたものとなっている。この地域では草木は自生するものであり、
肥料や水をやって育てるものではない。どんなに劣悪な環境においても生きる力強さを表す
ものなのである。このため、ミャオ族の人々にとって、緑は旺盛な生命力を象徴する色だと
されている。 
また、服装の刺繍の配色による視覚的効果の違いから、年齢によって配色の組み合わせを
変化させる傾向も見いだすことができる。若い女性の盛装の場合、青色の布地あるいは赤い
絹のビロードを基礎として、飾りの刺繍には赤、ピンク、黄、緑を用いる組み合わせが好ま
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れる。これに対し、中高年の女性の盛装では、青色の布地あるいは黒いビロードを基礎とし
て、飾りの刺繍には紫、白色を用いる組み合わせを目にすることが多い。 
 西江ミャオ族の刺繍の構成は多様だが、一定の規則も存在する。基本的な構成としては、
主体となる図案が一つあり、そして、そこに点、線、面を組み合わせることになる。さらに、
その一つの刺繍においても多様な技法が用いられるため、複雑かつ変化に富んだ感覚がある。
刺繍の制作過程では、製作者は求めたい視覚的効果と図案の形状を勘案しながら使用する技
法を選んでいく。一つの図案には、一つだけでなく数種類の刺繍技法が用いられることもあ
る。同じ図案であっても、刺繍の技法によって表現の効果と芸術的な特徴が全く異なったも
のになるのである。 
祭りで美しい服装を着用することは、ミャオ族女性にとって大切なことである。 
ミャオ族の女性は、子供の頃からミャオ族の伝統服装を着用し始める。普段着として着用
される服装にも、様々な刺繍が施されている。正月に相当する「ミャオ年」13や「姉妹飯」14
などの伝統的な祝祭の際、若いミャオ族女性は自分のもっともきれいな服装を着用して祭り
に参加する。このことは、単に民族の伝統文化に対する敬意からのみ行われるのではない。
若い女性の服装の良し悪しは結婚基準の一つになっているため、晴れの日に着飾ることは適
齢期の女性にとって大きな関心事となるのである。この大切な服装を製作するのはミャオ族
女性の仕事であり、未婚女性は自分の結婚用の服装を母親と一緒に作る。ミャオ族女性は子
供時代から母親と一緒に伝統服装の作り方を勉強し始める。君島はミャオ族服装の製作につ
いて、以下のように述べている。 
 
苗族の少女たちは七、八歳頃になると、母や祖母から服装に関する手ほどきを受ける。 
糸つむぎから機織り、刺繍に至るまで、その技術だけでなく、刺繍の図柄に描かれる神 
話伝承まで伝授される。こうして成長するまでに彼女たちには、技術文化と精神文化の 
両面からの調和のとれた教育がなされることになる。［君島 1993:156］ 
 
かつて、刺繍の技術はミャオ族の女性の能力を評価する基準の一つであった。刺繍の技術
の腕前は、ある女性を結婚相手として考える際の決定的な条件だったのである。ミャオ族の
女性にとって刺繍の技法を学ぶことは、年齢を問わず不可欠であったといえる。しかしなが
                                              
13 中国語で苗年と呼ばれ、ミャオ族の伝統的な祭日である。ミャオ族にとって一年のなか
でもっとも重要な祭祀の性質を含む祭日であり、漢族にとっての旧正月に相当する。祭日の
期間には、ミャオ族の各村では、闘牛、競馬、闘鶏、蘆笙（楽器、日本の笙のようなもの）
を吹きながらの舞踊、太鼓の調子にあわせながらの舞踏などの伝統的な娯楽の催しが行われ
る。 
14 ミャオ族の女性が恋の相手を探すため始まったというお祭り。祭りのときに女性が身に
着ける総重量 10 数 kg にもなる母から娘に受け継がれる美しい銀飾りの民族衣装が華麗で
す。施洞の姉妹飯では、近隣の村から数十万人のミャオ族が集り、蘆笙や太鼓に合わせて踊
りや歌垣が行われます。 
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ら、学校での勉強の成績などで能力が評価されるようになった近年では、相対的に伝統服装
の縫製技術に対する関心は薄らぎつつある。 
2-2 民族文化を語る刺繍 
西江ミャオ族服装の刺繍の図案は、動物や植物などのものを中心としている。例えば、牛、
鳥、龍などの図案は頻繁にみられる。また、蛙と犬の図案もミャオ族の刺繍図案としてはよ
く使用される。こうした傾向は単に美的感覚によるものではなく、文化的な意味づけを背景
として生じたものである。たとえば蛙や犬は、ミャオ族の農業生産と緊密な関係にあるとさ
れる動物である。伝統的な手法で行われる農業においては、農作物の収穫量は降雨の多寡に
大きく左右される。「もし龍がいなくなると、家畜の飼養が悪くなる。龍が迎えてきて、年間
の産量はよくなる」[張 1997:78]といった動揺が広く知られるように、龍や蛙は雨を祈る象
徴となされている。中国では一般的に龍は権利や地位を象徴するものとされるが、ミャオ族
にとってそれは、むしろ農作物の順調な生育を祈る対象なのである。こうした背景から、ミ
ャオ族の服装においては、鳥や龍（図 7、図 8）などの図案が不可欠な要素となっている。さ
らに、犬はほとんどのミャオ族の家で飼育している動物である。犬の性格はおとなしく主 
人に忠実であり、主人の狩猟活動を助けるだけではなく、家を守ってもくれる。このため、
ミャオ族は服装の意匠に犬の図案を採用し、家庭生活の調和と安定を願う意味を込めている
のである。牛もまた、ミャオ族の日常生活は密接な関係にある動物である。ミャオ族は農耕
民族であり、田を耕すための労働力となる牛は、彼らにとって必要な存在なのである。この
ように、刺繍に描かれる種々の図案には、ミャオ族にとって文化的に関係の深い存在が選択 
されているのである 
図 7 鳥の図案 [李 2010] 
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図 8 龍の図案 [李 2010] 
 
ミャオ族の神話にしたがえば、ミャオ族の祖先は蝶であったとされる。また、鳥の助けに
よって蝶が 12 の卵を孵化させたという伝説があるため、鳥はミャオ族にとって恩人として
位置づけられている。さらにその 12 個の卵のうちの一つからは、龍が孵ったとされる。この
ため、ミャオ族にとって龍は縁起がよく、幸運をもたらす存在とされるのである。ただし先
にも触れた通り、龍の位置づけはミャオ族と漢民族とでは同様ではない。龍は漢民族にとっ
て地位や権利を象徴するものであり、かつては龍の図案を用いることが許されたのは皇帝の
みであった。一方でミャオ族にとっては、龍は地位や権利とは関係がない。龍はミャオ族の
人々にとって神聖な存在であり、幸運を祈る対象である。ミャオ族の刺繍は、伝統的に手工
芸であり、ミャオ族の服装において重要な装飾となっている。 
ミャオ族の刺繍はミャオ族の女性文化を代表していているものであり、刺繍で選択される
テーマは多様だが、その歴史的背景を理解することで、そこに一定の規範を指摘することも
できる。たとえば、刺繍の図案に選ばれる動物はさまざまだが、上述のような神話に描かれ
る序列にしたがい、蝶がもっとも重要なものとされているのである。 
さらにミャオ族の歴史を繙くと、そこには多くの災害や困難が刻まれている。そうした苦難
の歴史的経験から、ミャオ族は再生（生まれ変わり）を強く希求する観念を育んできた。安
定した生活を望みながらも常に生死存亡の危機にさらされてきた歴史のなかで、ミャオ族は、
蝶を再生の霊、万物の母体、さらには生と死の転換の印として崇拝してきたとされている[鄧 
2016:11]。蝶の図案はミャオ族の服の袖、胸、背中など様々な部位に用いられ、図案の形式
も多様であるため、ミャオ族の服の刺繍として最も使用頻度の高い図案だといえる。それで
は、なぜミャオ族の人は蝶の図案を多用するのであろうか。ミャオ族の服装の図案研究の第
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一人者である人類学者の鄧啓耀によれば、ミャオ族の生命の起源は以下のような伝説によっ
て語られるという。 
 
  太古の時代、大災害のために天地の間にはただ一本の楓のみが残された。この楓は幾千 
個の種子を生み出した。その種子は土地を離れ、空まで届いた結果、雷公に奪われてし 
まった。それでも蜜蜂の助けにより、種子はまた土地に戻り、新しい楓になった。しか 
し、成長した楓は無実の罪を着せられ、切られてしまう。そして、倒れたその楓は蝶に 
なった。蝶は川の泡と恋愛し、12 個の卵を生んだ。この 12 個の卵はそれぞれ姜央、雷 
公、龍、牛、虎、蛇、蛙、蜈蚣と妖怪になった。［鄧 2016:13—14］ 
 
 この伝説は、ミャオ族の人類起源の認識を含んでいる。この伝説に出てくる姜央とは人類
のことである。つまり、蝶はミャオ族の起源なのである。この伝説ではまた、いくつかの生、
死、再生の段階が示されている。大災害による世界の破壊（死亡）、唯一の楓（生き残る）、
楓が様々な種子を産む（繁殖）、土地から離れた種子が奪われる（仮死）、土地に戻った種子
が楓になり（再生）、重生の楓が切られる（また死亡）、倒れた楓が蝶になり（再びの再生）、
蝶の卵によって様々な生き物が出現する（再生、繁殖）。このような生、死、再生のプロセス
を通じ、楓と蝶は再生の中心と万物の母体として生死転換の標識になった[鄧 2016:14]。こ
のように、蝶はミャオ族にとって、生命力を象徴しており、ミャオ族の根源となる生物と見
なされているのである。従って、蝶の図案は伝統的なミャオの服装に付けられる図案の中で、
最も重要な文化元素であると言える（図 9）。 
 
図 9 蝶の図案 [李 2010] 
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 西江ミャオ族において、女性は学校に行くということがあまりない。ミャオ族服装の伝承
人として、結婚する前の主な役割は親を手伝って農作業をやり、服装の製作技術を学ぶので
ある。女性は成長の過程において、家族のために服装を作っていくうちに、自然とミャオ族
の服装の技術と関連する文化を伝承した。 
2-3 刺繍の機能 
 上の節では、ミャオ族の起源伝説から、刺繍に含まれている龍や蝶の図案が多く用い
られている理由について記述した。この節では、刺繍に関する幾つかの機能を検討す
る。 
⑴ 地域表示機能 
前述したように、ミャオ族女性の服装は地域差がとても顕著である。 
 
貴州、広西、雲南などではおおむね高い襟の短い上着にプリーツスカートをはき、色は 
濃紺、藍、白、雑色などである。スカートの長さも各地まちまちで、足の甲まで達する 
ものもあれば、膝までのものもある。また柄のない一色のものもあれば、刺繍を蠟けつ 
で染められたものもある。湖南と貴州の一部では、普段は右脇合わせの上衣に、裾模様 
のあるズボンをはく。［中国少数民族服装 1981:30］ 
 
一方、従来のミャオ族男性の伝統服装については、年齢や地域の違いによって様式も異な
る。『中国少数民族服飾』には、「ミャオ族の男性はほとんどが向かい衿または左脇合わせの
短い上衣に、ズボンをはき、腰帯をしめる。頭には黒の長い布をぐるぐる巻き、ふつうは無
地である。貴州省と雲南省の一部では亜麻布の衣着を着て、毛顫をまとう」［中国少数民族服
装 1981:30］と記載されている。西江ミャオ族男性の服装特徴として、デザインが比較的簡
素という点が挙げられる。普段の服装は襟元が対称である半袖の服であり、ズボンに細い布
生地のベルトを巻区という形で着用されている。 
 西江ミャオ族の場合、女性の伝統服装のデザインは男性の服装より複雑なものとなってい
る。女性の服装は上着、前掛け、腰帯、長いズボン、大量の銀飾りの組み合わせで構成され
ている。上着は右閉じの形であり、襟元は大きくとられていて、袖が長袖である。襟元や袖
にサテン・ステッチ15が施されている。下着にはズボンを固定するためのベルトをつけ、その
上に足首までの長い前掛けをかけている。着用する際には最初に上着を着て、腰の部分を隠
すように前掛けを重ねて後ろで結ぶ。全身の色彩は主に赤を中心とされ、いろんな図案が刺
繍の手法を用いて服に施されている。 
                                              
15 中国語で「平繍」と呼ばれる技法で、刺繍面を塗りつぶすように刺繍糸を並行にわたし
ていく［宮脇 2010:61］。 
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⑵ 身分表示機能 
 ミャオ族の女性の服装には、配偶者の有無を示す機能もある。西江ミャオ族の場合、未婚
女性は七、八歳の時から長い髪をうしろでひとつに束ね、帽子に白い三角の頭巾を巻きつけ
る。結婚式では、上半身には、頭に黒の頭巾を巻きつけ、その真ん中に花の形の銀飾りをつ
け、袖口にも彩色の横紋を施したものを下半身は、プリーツを付ける長いスカートといった
服装をすることになっている。儀式が終わった後、頭に巻きつける頭巾を黒いものから紫の
ものに変えることによって既婚という身分が表現される。 
 
⑶ 記憶の機能 
ミャオ族の服装の刺繍様式は非常に多様である。特に、伝統的なミャオ族の歴史を記録す
るという機能は注目に値する。民族服装の伝統紋様単に芸術的なものというわけはなく、彼
らの歴史、信仰と民俗と密接に関係しているのである。ミャオ族の老人には「祖先のことは
すべて服装に記載されているよ」ということを度々口にする者もいる。この「記載」とは文
字ではなく、ミャオ族にのみわかる服装の紋様を指している。その歴史を振り返ると、前述
の通り、ミャオ族は五回の移動過程で、民族の文字を失ってしまった16。そのため、ミャオ族
の人々は刺繍技術によって歴史を服装に「記録」しているのだ。『ミャオ族簡歴』の記録によ
ると、ミャオ族が経験してきた五度の移動の歴史、そしてその経路を伝承し継承するために、
蘭娟というミャオ族の女首領は様々な色の線を服に縫い付けることによって記録を取るとい
う方法を考え出した。例えば、先祖の移動の過程において、黄河を越えたということを、黄
色い線を服に縫い付けることで記録した。長江を越えたことは青い線を縫い付けることで記
録し、山を登ることさえも刺繍の文様を用いて民族の記憶記号という形で服に縫い付ける方
法を取った。最後に長期居住の場所に到着した時のことを表す際には、襟から裾まで全て線
を縫い付けることになった[苗族簡歴 2008:133―136]。 
ミャオ族は文字を持たない民族であり、戦争のために長期にわたって移動と移住を繰り返
してきたので、歴史を伝承していくものとしては、口頭で伝えられてきた物語、歌謡、そし
て、画像や服装といった方法に頼ったのである。このうち、服装は、ミャオ族が針を筆とし
て、糸を墨として「書いた」図案の「自民族歴史」、また「自民族の百科全書」だといえる。
服装はミャオ族と一緒に山や川を越え、服装の紋様と人の口頭伝承とが相互に支え合うかた
ちで、長く継承されてきたのである。  
  だが、刺繍だけではなく、銀飾りもミャオ族の伝統服装における不可欠な要素である。次
節ではそのことについて述べる。 
 
                                              
16 長期間の移動に伴い、ミャオ族の文字はなくなり、昔ミャオ族も“無文字民族”を呼ば
れる。 
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3．「銀飾り」の語り 
3-1 銀飾りの特徴 
 銀飾りはミャオ族の伝統的な装飾品であり、主に女性の装飾品として使用されている。銀
飾りの種類は非常に多く、頭上から足先まで全身に付けることができるほどに様々な種類の
銀飾りがある。例えば、頭飾り、顔飾り、首飾り、肩飾り、胸飾りなどが挙げられる。これ
らの銀飾りはそれぞれが互いを引き立て合い、全体的な美しさを表現することを可能にする
のである。 
 西江ミャオ族の銀飾りの特徴として、主に三点挙げることができる。 
 一点目は、先に述べたように、刺繍技術がミャオ族女性にとって結婚をするための一つの
条件と考えられている一方で、銀飾りの製作技術はミャオ族男性にとって結婚をするための
一条件であると言えるということだ。若い男性は多様な美しい銀飾りを製作できれば、現地
の若い女性たちに男性として魅力のある存在だと認識されるだろう。 
ミャオ族の人々にとって銀は不可欠である。美しい服装に煌びやかな銀の飾りをつけるこ
とでより映える。ミャオ族の銀飾りは銀冠、銀簪、頭花、首輪、ネックレス、耳輪、腕輪な
どがあり、様式も独創的だ。昔は、銀が金と同じように国家からミャオ族の人民に分配され
る制度があった。なので、銀の量がミャオ族家庭の経済状況を表現することとなった。また、
銀は貨幣として流通していたので、「銀は無ければ結婚できない」というルールも存在した。
湖南銀飾り研究所が掲載している資料によれば、「ミャオ族の生活慣習を応援するため、1958
年から 1966 年まで、中国人民銀行から毎年各家庭に 100g の銀を分配する。1966 年文化大
革命の間に、この制度は廃止した」17と述べられている。当時、100g の銀は 30 人民元であっ
た（現在の 700 人民元、約 11,340 日本円に相当する）。一回にもらえる銀が少ないので、ミ
ャオ族人は少量の銀を保存するため、一回一回の銀を集めて銀飾りを少しずつ製作してもら
った。そして、歴史上五回の移動を経験したミャオ族の居住地はほとんど辺鄙な山地であっ
たので、便宜上より楽に銀を携帯する手段として、ミャオ族の男性は銀をアクセサリーにし
て妻や娘などの女性の身につけることを考案した。 
二点目は、ミャオ族の飾りには長い歴史がある。ミャオ族が銀に対してもつ観念は、まず
は美感であり、そして、富裕と魔除けの効果も持つものと思っている。普通の金に対するこ
だわりと違い、ミャオ族は銀を特別に重んじている。そのため、祝祭日にも必ず美しい刺繍
される服装とたくさんの銀飾りを着用する。ミャオ族の少女は、頭、首、胸、背の全身で銀
飾りを着用し、眩いばかりである。婚礼の際にも銀飾りを着用する。それゆえ、ミャオ族は
                                              
17 湖南銀飾り研究所ホームページ：www.cxs08.com 
最終閲覧日：2016 年 11 月 28 日 
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「銀飾り文化」なのである。 
 三点目は、銀飾りを製作する過程の複雑さである。数多くの技法を用いて、ようやく一つ
の銀飾りが完成される。 
構成には多数の美的な法則に則っている。例えば、対称、対比と統一といったものだ。中
でも左右対称の美しさが数多く見られる。ミャオ族の銀飾りにおいて、ネックレス、胸の飾
り、手の飾り、子供の飾りなどでも対称的な美しさを表現している。さらには、数量の対比、
形式の対比、形状の対比、位置の対比といった構図が多く用いられている。 
 そして、銀飾りの製作技巧は非常に精密である。ミャオ族の銀飾りは、一般に家庭の工場
で製作されたものであり、このことが民族の特徴を表現している。また、製作の過程におい
て、デザイナーは存在せず、作成者は女性の刺繍から着想し、ミャオ族の歴史や伝説、伝統
といった要素をその中に取り入れていくのである。近年では工業技術の発展により、ミャオ
族の銀飾りは以前にも増してさらに精密になっていると言えよう。 
 銀飾りは、ミャオ族の男性職人が製作する。その技巧により、「粗件」と「細件」の二つに
分けられる。粗件は要するにネックレス、腕輪などであり、一方細件は銀鈴、銀花、耳輪な
どの小さな飾りである。制作にはミャオ族の独自の技巧があり、全ての銀飾りが職人の手で
製作されている。職人には銀飾りの様式を設計し、図面を起こし製作するまでに 30 以上の
プロセスが必要となる。 
 銀飾りは家庭内の工場で製作されるので、製作する技術は普通父親から息子に受け継がれ
ることになる。各家の製作の方法が外に流出することはあまりない。普通の製作方法は、ま
ず銀を棒状にし、更に糸などの形状に製作し、特別な製作の技法により、飾りとしての形状
になる。職人は銀飾りの製作だけではなく、設計の上でも専門家なのである。職人は女性の
刺繍図案を参考にして飾りのアイディアを生み出す。そして、かれらは民族の伝統的な文化
に基づき、デザインを追求する。様々なデザインがあるが、そのなかでも蝶の図案を飾りに
欠くことはない。前述したように、それは蝶がミャオ族の祖先であるという認識があるから
である。刺繍でも銀飾りでも蝶がその中心となるのである。なお、ミャオ族の女性は銀飾り
に対して、その純白さから品質の良し悪しを見定めている。ミャオ族の人は銀の白さが純潔
の象徴だと考えているからである。従って、銀飾りの職人は加工以外に銀を磨くことにも長
けているのである。 
 西江ミャオ族の服装には、図案の主体が引き立つように、多様な刺繍が施されている。そ
の上で、西江のミャオ族が服装を着用する際には必ず銀飾りも着用する。それでは、この服
装と銀飾りのバランスは如何に保つのであろうか。この問題を解決策として、例えば、女性
の祝祭用服装では、上着の刺繍は主に袖、胸、襟に集中させ、胸と背の部分には銀飾を付け
る余地を残しておくという方法がある。このような設計により、服装と銀飾りがお互いを引
き立たたせ、ミャオ族の服装の美しさをさらに際立たせるのである。 
31 
 
3-2 民族文化を語る銀飾り 
様々の図案がある中で、蝶の図案が一番多いのだが、それに次いで最も見られるのは牛角
の図案である。筆者は 2013 年に西江千戸苗寨に調査を行った際、現地の婦女が牛角のよう
な銀飾りを頭につける光景がよく見られた。夜、民家に宿泊してミャオ族の経営者と雑談し
たとき、このことについて伺ってみた。経営者は「牛角のような頭飾りをつけている女性の
多くは赤ちゃんあるいは幼児を養育している母親だよ。」と答えた。当地の女性にとって、牛
角の形状が赤ちゃんを抱いている腕と似ていることから、牛角のような飾りをかけることで
子供の平和を望むという意味があると考えられている。 
  牛は性質が温和であり、かつ強い忍耐力を持つ、農作業を中心にするミャオ族の人々にと
って親密なパートナーである。ミャオ族の人々は牛を深く崇拝しており、これによって大量
の牛の図案がミャオ族の服装にも表現され、牛角の要素が服装に溶け込み、民族服の一つの
典型的なシンボルとなっている。 
 牛角の様式はミャオ族の頭飾り、武器、年中行事と日常生活に表れている。その中でも、
ミャオ族の女性が頭につける牛角の銀飾りは最も典型的である。 
 牛角の銀飾りの起源は、ミャオ族の祖先である「蚩尤」という首領と大きな関係がある。
『苗族古歌』における神話によると、蚩尤は「頭に牛角を被って牛皮の上着を着用する」［張 
1997:121］と書かれている。つまり、牛角飾りの様式は蚩尤が頭に被った牛角に由来してい
ると言える。一方、ミャオ族の人々にとって牛は神様からの贈り物であり、人類を幸福させ
るために農地耕作を助けてきたものだと考えられている。 
 鈴木は 1999 年 12 月に貴州省南部の“小脳村”で貴州省ミャオ族に対するフィールドワー
クを行った。その際、村には十三年に一回の“鼓社節18”という祭りが開催されていた。鈴木
は祭りの意味について、以下のように述べている。 
   
  祭祀はミャオ語ではノンニウというように、食（ノン）と鼓（ニウ）の二つの要素が中 
心主題である。第一の「食」とは、家族・親族・友人たちと豚や水牛の肉を食べて酒を 
酌み交わし、お互いの交流を通じて絆を深めあうことであり、普段は食べられない豊富 
な肉、特に水牛の肉を飽食することでかけがえない至福の時を過ごす。第二は「鼓」の 
音で呼び覚まされた祖先や死者の霊魂と交流し、祖先を和めたり偲んだりすることであ 
る。水牛は祖先との意思の疎通を図るために、またあの世で祖先に役に立ってもらうた 
                                              
18 鼓社節とは祖先祭祀を父系血縁集団の氏族のチャンニウを基盤として営むことに着目し
た名称で、祭具として祀る木鼓に因み、漢族社会の祭祀組織の「社」に類似した機能がある
と考えて、「鼓社」と訳したのである。ミャオ語ではノンチャニウのノン＝食べる、共食の
祭祀を意味するので「節」と読み替えて「鼓社節」とした。祭りは八日間続き、旧暦では一
一月一六日から二三日、新暦では一二月二三日から一二月三〇日までの間に行っている。
［鈴木 2012:157—163］ 
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めに殺される。［鈴木 2012:198—199］ 
 
 西江は小脳村に隣接する雷山県に属しており、昔から鼓社節という祭りを開催している。
祭りの最後の一日には盛大な牛を殺す活動が行われている。殺された水牛の内臓は祖先に捧
げる一方、四つの足は客人へのお土産として取っておき、母方のオジに贈与することが一般
的である。重要な物を母方オジに渡す理由について、鈴木は「母方オジの重視は、結婚に際
して母の兄弟の息子が優先的に父の姉妹の娘と婚姻関係を持つ父方交差イトコ婚、つまり還
娘頭（bud hend micle）が好ましいとされているからである。もし、ほかの男性と結婚する
場合は、母方オジの息子の了解が必要で、母方オジに賠償金にあたる贈り物をあげて了解し
てもらう」［鈴木 2012:195］と述べている。祭りにおける牛の足の分配から、実家の母方オ
ジの存在を重視するという親族関係構造の一側面が見られる。 
 一方、西江の鼓社節は小脳村のように 13 年に一回ではなく、毎年小規模に行われている。
小脳村の場合は総数で 50 の家毎に一頭の水牛を出す一方、西江では、全体で一頭の水牛を
儀式に供える形式となっている。儀式において水牛を殺す前に西江ミャオ族人は家から水牛
を外に連れ出し、近くの畑で引き回して水牛と最後の話をする。そして水牛を家へ連れて戻
した後に殺し、小規模の儀式を行う。 
なぜミャオ族人は家族のような水牛を供物として殺すのか。水牛はミャオ族人の生産のた
めの貴重な動物として、普段は家畜のうちで最も大切に飼育されている。ミャオ族の人々は
水牛に頼って農業をしている。長時間にわたって育てることで、主人と水牛の間に深い感情
さえ生まれる。しかし、水牛はミャオ族人に対する最も大切なものだからこそ祖先への捧げ
物になるのだ。水牛を殺すことによって、水牛が死者の世界へ行って、死後のミャオ族の祖
先の田畑の耕作を助けると信じられている。このような祖先への祭祀儀式によって来年の幸
運や平安を願う。 
ミャオ族の銀飾りは財産としてだけではなく、緻密な技巧や豊富な図案などの特徴によっ
て高度な芸術性を備えることで、特別な銀飾り文化が形成された。例えば、西江ミャオ族の
女性の間に流行している頭飾りは、銀の帽子の先端に二尺の銀の牛角を伸ばし、両角の間に
放射状のストライプがあることによって、太陽の光を寓意して素敵な明日を象徴していると
考えられている。 
牛角の頭飾りはミャオ族の女性にとって最も重要な頭飾りであり、“頭飾りの王様”と言わ
れている。ミャオ族女性は牛角の頭飾りを普段から大事に保管し、大きな祭日と結婚する時
だけ箱から出して着用する。前章の通り、牛角とは、ミャオ族の祖先神話と農地耕作という
要素を含意したものなので、ミャオ族の審美を体現する符号というだけではなく、そこには
民族意識と民族精神をも含まれているのである（図 10）。 
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図 10 魚の様式の銀飾り [陸 2009] 
 
3-3 銀飾りの機能 
（1）経済力の顕示 
ミャオ族の銀飾りは民族の文化と芸術の媒体として、ミャオ族自身に特有の意味を持って
いる。例えば、ミャオ族では美しいものに対する基準は大きい、重い、多いという意味が含
まれている。前述の通り、ミャオ族は大規模な移住の歴史を持つ民族であるので、金銀を貨
幣とした古代社会では、ミャオ族が逃亡する際に自分の財産をすべて銀に変えて、飾りとし
て女性の体に着用する形となっていったという[陸 2009]。つまり、銀飾りはミャオ族人の
すべての財産であった。そこで、銀飾りはミャオ族人の富裕の象徴となっている。ミャオ族
の観念において、銀は通貨の「金銀財宝」の一つとして、銀飾りが多ければ多くほど経済状
況が良いことを表わしている。 
銀は富裕を象徴するので、若い男女は付き合う際、男性が女性に付き合いのしるしとして
銀のアクセサリーを贈る習慣がある。そして、女性は嫁ぐ際にも身体にたくさん銀飾りをつ
けることによって「富貴（裕福）」を表すのだ。ミャオ族の結婚においては銀の量（重さ）が
条件ともされており、もし男性側が女性に贈る銀の量が足りなければ結婚を成立させること
はできない。 
一方、銀の産量は比較的多く、加工も容易であるので、飾りの材料としてよく使用される。
このような状況から、ミャオ族の銀飾りに関する製作技術も発達してきた。銀飾りはミャオ
族内における浸透性とその長い歴史によって、独自の民間工芸となった。 
 
（2）記憶の機能 
銀飾りの模様には牛角や銅鑼がよく見られるが、魚の様式もミャオ族服装の銀飾り（図 11）
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としてよく用いられている一つである。 
 
図 11 魚の様式の銀飾り [陸 2009] 
 
ミャオ族は釣りと狩りの習慣がある民族である。ミャオ族の祖先は黄河、長江から中国の
南部地域に移動してきた際、川から魚を釣ることによって食糧を確保していた。だから、ミ
ャオ族は魚の記号によって、祖先の精神を尊敬していると言われている[陸 2009:11]。 
銀飾りにおける山、川などの図案は、文化的にも深い意味がある。これはミャオ族の苦し
い歴史の記録である。ミャオ族の祖先は、資源豊富な黄河と長江地域に居住していたが、戦
争によって大規模な逃亡をしなければならなかった。ミャオ族の人は山と川を越え、苦難な
長距離の旅を通じて資源が乏しい西南地域に至った。ミャオ族の人は、忘れてはならないこ
の苦しい歴史を後世に残していくため、服装の図案と飾りのなかにこの記憶を記録してきた
のである。 
一方、魚は繁殖が早いことから、古代の中原住民の結婚、出産の神様であった。ミャオ族
人は本民族の繁栄を渇望していたから、魚の強い繁殖力を崇拝している。ミャオ族の服装図
案にはさまざまな魚の記号がある。これはミャオ人が長期的に繁殖期の魚を観察した後に設
計した図案であり、象徴的な意味を含んでいる。つまり、このような記号は飾りの機能だけ
ではなく、ミャオ族の文化自体を表現しているのである。 
 
(3) 治療と呪術機能 
ミャオ族は山地に居住しているため、交通の便や医療体制が整っていない。銀には、イオ
ンが溶出されて細菌などをすべて殺菌できるという性質がある。そして、抗酸化作用により
皮膚の回復を早め、体液の出ていくのを止めるという点から、銀は傷の回復に効果があると
考えられ、ミャオ族であれば富裕な人でも貧乏な人でも必ず普段から銀飾りを着用している。 
そして、ミャオ族人は呪術を信じているので、よく占いを行う。生まれた時から、占いの
結果に基づいて、腕、足、耳のところに銀飾りをかけることによって長命富貴を祈願する。
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また、占いによって一定の年齢になると、銀飾りの重量を増加したり新しいものを変更した
りする人もいる。ミャオ族の若い女性は首に大きな「長命錠」という銀錠をかけている。こ
れは平安を祈る意味があり、結婚した後に取られることになる。 
  
(4) 身分表示機能 
前述の通り、ミャオ族の女性たちは頭につける頭巾の色により配偶者の有無が判断できる
が、男性の場合は銀の首輪により配偶者の有無が判断できる。ミャオ族の男性は銀飾りをつ
ける習慣があるが、女性よりも単純であり、銀の首輪をつけるだけである。ミャオ族の男性
は幼いころから首に銀の首輪が二本をつけ、結婚した後もう一本を増加して三本になり、自
分には配偶者がいること示す。首輪の数だけで、既婚と未婚の身分で判別されることとなる。 
 
(5) 階級の象徴 
 民族服装には社会の秩序をも表れており、社会における身分情報を伝えてさえいる。華梅
は「服装は最も普通な表現形式として、社会秩序を守る道具になった」を指摘した［華 
2001:243］。服装が人々の財産を体現しており、西江ミャオ族の女性は好んで銀飾りをかけ、
重ければ重いほど社会地位が高いことを示す。 
 
4．民族服装の機能 
 人間はなぜ服を着用するのか。この質問に対し、多くの人々は「身体の保護」や「身体部
位を隠す」という機能を思い浮かべるだろう。しかし、例えば冬にミニスカートを着用する
のは「身体の保護」と無関係の「個性」だといえる。現代社会において服装の「美しさ」に
ついて考えるとき、個性的であるということが人々にとって最も大切であるように思われる。 
 一方、服装の意味は多義的である。ジョアン・フィンケルシュタインがそれに対し、「流行
の衣服、前衛的なデザインの家具、ポピュラーソングなどすべての商品がはじめて文化の場
所に登場したとき、その意味は固定されていない」［ジョアン 2007:49］と述べている。ま
た、P・G・ボガトゥイリョフは服装の機能について、下記のように指摘した。 
 
民俗衣裳を着ている村人たちの言葉では、民俗衣裳にはいくつかの機能がある。そのう 
ちのひとつかふたつが全体の中で主要なものであり、その他の機能は従属的な位置にあ 
ると思われる。主要な機能が他の機能を自らに含み入れてしまうことがしばしば見えら 
れる。[P・G・ボガトゥイリョフ 1981:13] 
 
例えば、民族服装は同時に美しい服装（美的な機能）、着心地のいい服装（実用的な機能）
とも考えられる。 
 服装は人間の生理と社会の要求を満たす道具と手段である。身体を遮る実用的な物理的機
能以外に、服装は民族のシンボルと標識の機能や人間の審美、性別、地位、年齢、職業を体
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現する機能など多方面的な文化的機能を持っているのである。さらに、西江ミャオ族の服装
は審美的な意義以外にも文化を表現する役割を担っている。服装は権利や身分の象徴として、
社会秩序の区分を表している。飾り物の重さと多さは富裕を象徴し、刺繍の図案は民族歴史
や民族精神を反映している。 
  
⑴ 自己保護の役割 
 生存を維持することが人間の本能であり、衣服を纏うことは生きる上で必要なことであろ
う。周文傑は服装の機能を研究する際、「人間が最も原始には獣皮や樹木の葉を使って体を遮
る。枝を刺されないように、人々は足や手首にプロテクターをつける」［周 2002:5］と述べ
ている。山地民族の一つとしての西江ミャオ族の中にも、このような様子は依然として伺う
ことができる。当地のミャオ族の人々は足にリングを巻き付ける習慣があり、昔、山地に行
動する時に発見されやすくするため、膝から足首までの部分に赤のリボンをぐるぐると巻き
付けている。その習慣は現代社会にも引き継がれているが、自己保護の機能より美観的な効
果が強いと言える。貴州省は高原山地に属し、平均海抜が 1,100 メートル前後であり、年間
の降水量が約 1,200 ミリである。貴州省は亜熱帯季節風気候に属し、特に山地の間に気温の
変化幅が大きいであり、“一日のうちに一つの山で四季がある”という諺がある。温度差が大
きいため、当地のミャオ族の服装は大麻を原料とし、女性によって製作される。 
 
⑵ 身分の象徴 
 民族服装は単に族群の身分を表しているだけでなく、同じ民族の内部のグループを区分す
る役割も持っている。一つの民族の服装には色々なデザインがあるが、主観的に民族のグル
ープを識別する時重要な役割を持つ。つまり、単に視覚的な観点から見ると、服装の様式や
色彩に基づき、属する分派集団が大体判断できるのである。さらに、前述したように、ミャ
オ族の服装を見ることで、人々の身分が判断できる。女性の頭に巻きつけられた頭巾の色や
男子の首輪の数量から配偶者の有無、既婚未婚が判断できるのだ。 
 
⑶ 伝統技術の伝承 
ミャオ族の伝統について最も有名なのは民族服装である。紡織でも刺繍でも、大量の時間
や労力を費やす。女性がこれらの技術を習得することには長い時間の訓練が必要である。そ
して、先輩から学んだ技術は次の世代に受け継がれる。女の子は姉や兄嫁から技術を学び、
それが友達に伝播する。歳月を重ね、そして、婦人たちはお互いに技術を切磋琢磨し、それ
を再び娘に伝承する。更に、孫娘はおばあさんから文化の薫陶を受けることで、歳月を重ね
ても、文化はそのままで伝承されていくのである。 
 
⑷ 民族文化の表現 
 中国におけるミャオ族の居住地のほとんどが辺鄙なところにあり、生活条件も比較的苦し
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い。しかし、ミャオ族の服装は煌びやかに輝いて美しく、巧みな工芸、独特なスタイルには、
深い文化的意義が大いに感じられる。彼らの服装は、自分たちの心象世界を表現し、その経
てきた歴史を語っている。龍と蝶の文化の伝承や民族の移動の歴史は服装の中に織り込まれ、
刺繍される。そして、農業や、神様から贈与された神物としての牛は最も重要であるとして
銀飾りの中に大事に刻み込まれる。民族に対する重要な文化は服装に溶け込み、服装に刺繍
図案や銀飾りに記憶させる形で民族文化が表現されるのである。 
 
⑸ 民族文化の伝承 
 伝統的なミャオ族の服装は照れ隠しをしたり身体の体温を維持するなどの基本的な役割を
持つだけではなく、服装が媒体としてミャオ族の歴史を伝承するという機能が最も重要なの
である。索暁霞はミャオ族の服装について研究する際、「服装はベクターとして、ミャオ族の
女性が作った女性文化を記録し、絆として母親と娘の間や女性と女性の間の学習、継承、交
流などの関係が繋ぐ」[索 1997]を指摘した。西江ミャオ族の少女は長い思春期において、
母親や兄嫁と一緒に、自分の婚姻のための必要な物質を準備する習慣がある。また、一年の
うちの重要な祝祭で盛装して家庭の豊かさと自分の服装製作の才能を示したり、他人に自分
で製作した服装や工芸品を贈って友達を作る習慣もある。ミャオ族の服装の製作過程は、実
はミャオ族の社会において母親が娘に民族歴史を語り、技術を伝授し、審美意識を育成する
といった過程でもあるのだ。そうすることで、時が経っても、民族文化は伝承される。服装
によって、民族の歴史的な事件と共通の記憶を表現し、祖先に対する尊敬の念を反映させて
いる。服装は文化の変遷において、文化の媒体として民族の文化を記録し、伝達している。
服装文化における図案は、民族の起源、戦争と移転に関連したものであり、非常に重要な歴
史意義を持つ。特に、文字を持たなかったミャオ族にとって、服装は非言語的な生活記録な
のである。 
 しかし現在、ミャオ族の若者は民族を代表している伝統服装を着用したがらない傾向にあ
る。また、このトレンドによって民族服装にかかわる刺繍と銀飾りの伝統技術もどんどん消
失していってしまっている。そして、中国ではミャオ族のような少数民族に対する偏見がま
だ残っているので、故郷を離れて都市部に居住しているミャオ族人も自分が少数民族の出自
であることを隠すために、民族服装の着用を嫌う傾向にある。 
一方、社会経済の発展に伴い、ミャオ族の伝統衣装も現代的な美的感覚に合わせて、デザ
インが変化され、製作方式も従来の家庭での製作から工業化生産に変更した。次は現代社会
におけるミャオ族伝統服装について検討する。 
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第三章 現代社会における民族服装の変遷 
経済の発展に伴い、西江ミャオ族の人々と外界の人々との交流がますます頻繁に行われる
ようになってきた。外来文化と触れれば触れるほど、ミャオ族の服装の変化も大きくなって
いる。主に服装の様式と作り方の両方面でこの変化は現れている。  
 現代のミャオ族の服装は図案が少なくなり、デザインも簡素である。上着は大きな襟の長
袖の服で、下着は長いズボンを着用している。上着は簡単な図案を刺繍し、縫い方も以前よ
り簡単になっている。基本的には銀飾りを着用しない。 
『苗族簡史』（2008）の記録によれば、ミャオ族の伝統服装の文化の変遷のうち、男性の服
装に最も大きな変化が見られる。中華民国以前、ミャオ族は男女とも髪を結い上げて簪を挿
していた。だが辛亥革命以降、若い男性は二度と髪を長く伸ばすことをしなくなった。都市
に住む男子は大体が現代的な T シャツやパンツを着用している。女性の服装はこの時期に二
種類の様式を形成した。一つは伝統的な様式である。すなわち、髪を結い上げて簪を挿し、
下着にプリーツスカートを穿く。もう一つは現代的な様式である。頭巾を巻いて下着は長ズ
ボンを穿く。伝統的な様式に比して、現代的な様式は素朴な服装である。張玉華はミャオ族
の民族服装の変遷を研究する際、「1980 年代以降、西江のミャオ族服装はさらに現代化にな
り、とりわけ若者たちはミャオ族の伝統的な服装を敬遠した。キャミソール、ローウエスト
ズボン、ハイヒールが若い女性の中心になり、若い男性も T シャツと革靴を中心にしている」
［張 2013:2］を指摘した。 
現在の貴州省では、かつて刺繍のうまさや、藍染めのうまさなどで女性をほめたが、いま
は、ミャオ族の伝統技術、刺繍や藍染めの能力は女性の能力を判定する指標ではなくなって
いる。それと同時に、ミャオ族社会は漢民族社会へと融合しようという傾向が顕著に表れて
いる。若者たちは現代の学校教育を受け、成績により、さらに上の学校に入れるかどうかが
決められている。このことが将来の人生に大きな影響を与えている。従って、伝統技術の習
得より、学習成績が若者たちに対する能力の評価になった。若者たちも伝統の伝承よって勉
強に熱心している。 
 
1．民族服装の様子 
 ミャオ族の祝日にミャオ族の人々は伝統的な民族服装を着用するが、普段は生活用の服装
を着用している。このような普段の生活のために生産される服装も社会の変化に応じるもの
である。その生活用の服装には様々の図案を刺繍したり、頭から足まで大量の銀飾りをつけ
たりはしない。さらに、ミャオ族の代表的な図案（蝶や龍などの要素）も服装から除去され、
上着にはまだ少しカラフルな花模様の刺繍の図案が残されているが、下半身は現代風のズボ
ンとハイヒールを着用している（図 12）。 
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図 12 現代社会での民族服装（呉晨撮影（2014 年）（友人の写真） 
 
時代により、ミャオ族の女性たちはスカートからズボンへの変化も発生した。宮脇は雲南
省文山のミャオ族服装について研究する際、「洋服への移行は、すなわちスカートからズボン
への移行だとも言える。筆者の 2008 年ごろの調査では、村落内でズボンをはくことは、「恥
ずかしい」ことで「はしたない」と感じる女性が多く、上半身はＴシャツやセーターを着て
も下身はモンのスカートを着用している人がほとんどであった」[宮脇 2014]を指摘した。
昔、ミャオ族の女性の仕事は服装を作ることを中心に、座ったまま状態で仕事が終われた。
しかし、現在社会で性別を問わず出稼ぎに行っている。仕事便利のため、多数のミャオ族の
女性はズボンを着用している。 
 この近代化の傾向は当時の社会が発展途上にあるという複雑な状態に合っている。観光業
の発展に伴い、多くのミャオ族は伝統的な服装を再び着たが、その中でデザインもいろいろ
と変化が現れた。さらに、ミャオ族服装の変遷について原材料と生地も変化している。 
 現在、西江ミャオ族において、伝統的な服装を着用する人は大きくわけて二者である。ひ
とつは高齢者である。都市から離れて山地に居住している老人はたくさんいる。彼らのうち
の多くの人は小さな頃からずっと伝統服装を着用しており、それは一生変わらない。彼らは
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民族文化の伝承者であり、ミャオ族の伝統的な服装文化を深く理解していると言える。もう
ひとつは、特定な場所への参加者である。例えばミャオ年（ミャオ族の春節）、結婚式、葬儀
など重要な儀礼、儀式の場合においてである。この場合、ミャオ族の人々は老弱男女を問わ
ず、皆がミャオ族の伝統的な服装を着用する。一方、都市部に進学や出稼ぎの若い者は普段
は現代風の T シャツやジンズなどを着用することになっている。 
 ミャオ族伝統服装の消失は若者が着用したくなくなるだけではなく、社会経済発展によっ
て商品市場の出現にもかかわっている。次は、若者は自分民族の衣装を着なくなる理由を見
てみる。 
 
2．商品としての民族服装 
 19 世紀に人類社会が最も明らかに変化したのは技術革新であった。中国全体に経済と社会
制度の変化に従い、新旧の交じりで既存の生活が変わることで少数民族の伝統文化も次第に
変わった。西江ミャオ族は過去 100 年の歴史の中で（特に最近の 30 年）、生活方式が変化さ
れ、新しい挑戦に身を置いていた。西江ミャオ族が近代化に巻き込まれ、結果としては服装
の面において、かつてのすべて手製のものは商品化へと変化した。 
まず、昔の農耕時代には服装の需要が主に自分の需要を満足するため、家庭での手作りに
よって完成するという形式であった。ミャオ族は山地の交通不便によって、内部がさまざま
な独立なサブ・グループが形成された。これにより、ミャオ族の中では各サブ・グループの
服装の差異が大きくなった。また、服装の差異は各サブ・グループに対する認可とかかわて
いる。例えば、ある村のミャオ族の女性は必ず自分が所属しているサブ・グループの様式で
服装を製作する一方、ミャオ族の人も市場で自分を属するサブ・グループ以外の服装を買う
ことを考えられない。このような閉鎖的な地域だからこそ、発達な商品市場が存在しなく、
生活の必須品は必ず自分が製造することであった。 
 また、ミャオ族の服装はそもそも複雑な様式があるため、製作が時間と手間がかかる。農
業をやっているミャオ族の家庭も服装を買う資金がないため、農村のミャオ族の女性はほぼ
自分たちが服装を作ることによって、家庭の需要を満足していた。 
 1978 年の改革開放19から、村の若者たちの生活様子が大きく変わった。かれらは学校に通
って高校や大学に入ることにより、都市で就職することを目指したり、都市の経済発展に建
築業など労働力を大量に必要に応じて村から都市へ出稼ぎしたりするため、村に残す若者が
少なくなっている。通学校や高校に通学する若者は、自宅に時間でも学習などにするため、
生地の機織りや刺繍に向かう時間があまりない状態である。そのような状況で、伝統的な服
                                              
19 改革・開放路線は、1978 年末の中国共産党第 11 期３中全会によって決議された経済発展
戦略転換を起源とする。過去３回の失脚を乗り越えて政治舞台に復活したトウ小平の指導の
もと、社会主義を堅持しながら積 極的に外国から資本、技術を導入して経済成長を図る対
外開放政策がスタートした。[小林重雄 1999:7『中国の「三大改革」の現状と展望』さく
ら総合研究所 
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装製作技術や刺繍技術の継承がだんだん難しくなった。そして、単純な農業生産の収益は低
く、ただ必要な食料を提供することだけであり、ミャオ族の人の経済水準を改善することが
できない。だから、貴州省のミャオ族の人も生産方式を改変した。家庭需要を満足するため、 
手作りの製作形式以外の新しい生産形式が生まれた。これは家庭工場方式である。この家庭
工場方式とは家庭でミシンを使うことである。図案を刺す布はミシンに掛け、ミシンの踏み
板を運用して図案を刺すことがスピードアップできる生産方式である。そのあと、民族服装
の商品化により、さらに会社化の生産経営方式も登場した。このような工場で量産する方式
は大きくなった市場需要を満足している。現在、インターネットの普及によって、ミャオ族
の服装はインターネットを通じ、村を越えて外来の消費者のため、さらに大きな市場へ進出
していることを指摘した[楊 2005]。 
 このように、手作り民族衣装の作り手が日々減少するなかで、服装に対する需要がかえっ
てますます増えることに応じ、家庭工場式での民族衣装を生産する形が形成され、その後さ
らに会社化したり、ネット販売したりするように、機械生産と量産へと変化してきた 
服装の商品化の背景にはミャオ族の服装に対する二つの消費群体が生まれたことがあるこ
とが指摘できる。一つは西江当地のミャオ族の人々の自身であり、もう一つはミャオ族以外
の人たちである。 
 
⑴ ミャオ族内部の消費者 
 前述したように、伝統的なミャオ族服装は若い女性が年長者に技術を学び、自分の手で生
地を織り、刺繍を手作りする。製作した服は自分が着る。あるいは、異性との付き合い、結
婚後は婚姻した相手と子供のために作る。そして、少量の服装は親しい友人の間での贈り物
として作ったりする。 
ミャオ族服装は自分あるいは家族のため、生活用品として実用の目的に基づいて作り、利
益を得る商品ではなかったが、現代社会において、ミャオ族服装は新たな性質と役割が生ま
れた。特に、多くの若者は文化知識の学習や出稼ぎに行き、服装を製作する時間がなくなる
ため、他人が作った服を購入して着用することになった。村で働くことより、月収があり、
現金収入があることにより、いままでにすべて手作りして暮らせる生活構造を変えられた。
いままでにない他人の需要に作る衣装が現われ、商品としての民族衣装が誕生した。言い換
えれば、自分が作り自分が消費する民族衣装に新しい性質、商品という属性が生まれた。 
ここで、西江ミャオ族の若い女性二人（A と B）の事例として紹介する。 
 
【A（女性、20 代、西江で知り合った友人、未婚）】 
 両親が離婚して二人とも再婚し、A は弟と祖母と一緒に生活している。祖母が 80 代にな
り、弟また 16 歳で学校に通っているため、三人の生活費や弟の学費はとても大変な支出と
なるが、全て A の稼ぎで負担している。A は実家から離れ、貴州省の中心都市としての貴陽
市へ出稼ぎに行った。昼間にレストランで店員として主に食器を洗い、月に 1200 元（日本
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へ約 19,640 円）を得られる。そして、夜間にカラオケ館でアルバイトし、月に 2000 元（日
本へ約 32,730 円）を稼げる。一月に総額 3200 元（日本へ約 52,370 円）を稼げる。毎月家
賃や食費など必要な生活費を除き、大体 2000 元（日本へ約 32,730 円）が実家に送金できる。
その金額は、村ではかなり大きい金額である。 
 
【B（女性、20 代、未婚）】 
 B は筆者の大学時代のクラスメートであり、成績優秀なので、学費全額免除の奨励を獲得
した（大学で学費の支出＝０円）。幼いころから両親と一緒に水稲耕作を中心にし、収穫した
糧食は全て一家の一日三食になった（食費の支出＝０円）。そして、家庭で手創りのアクセサ
リー市場で販売し、一ヶ月の貯金数は大体 100 元（日本へ約 1,600 円）がある。しかし、小
学校から高校までの学費の大部分は貸付金で支払って償還するため、大学に入って勉強しな
がら販売員のアルバイトをしている。毎月、1300 元（日本へ約 21,270 円）を稼げるため、
B は農村で一ヶ月間に稼げる総額が都市での総額の 1／10 に及ばない。 
この二人の状況が現在の西江では一般的な若者の状況である。服装の製作より出稼ぎして
多額の金を稼げるので、服装を作りたくない状態になっている。また、義務教育普及により
多くの若い女性は義務教育を受けて学校を通う、また出稼ぎに行くので、刺繍を学習する時
間が大幅に減少する一方、服装の手作りが大量な時間や精力をかかり、繰り返し練習するこ
とが必要である。一枚の上着の製作は完成まで、少なくとも半年をかかり、もっとかかる場
合が三、五年にもなるため、現在、伝統の手作り民族服装の作れる女性は数少なくなってい
る。しかし、現在社会にも祝日や祭りの際に、村の老弱男女がすべて民族衣装の盛装してい
る。その場合、もし誰がミャオ族の服を着用しないと、他の人に排斥される。したがって、
若者たちが服装を手作りする時間がないとはいえ、稼いだ現金で購入することができる。自
分の服装を手作りで作っていない人は、少なくとも市場から１セットを購入することは一般
的になった。 
 
⑵ 外部の消費者 
 観光業の発展により、80 年代以後から、多くの外来者（観光者や収蔵者）が貴州省に来て
観光するので、伝統的な民族服装は外来者の前に展示される。多くの観光者あるいは収蔵者
はミャオ族服装を買い上げることが始まった。許江紅はミャオ族を研究する際、自分のフィ
ールドワークに基づき、以下のような事例を述べている。 
 
貴州省のミャオ族服装のコレクションに対し、有名な方は曽憲陽という人であり、 
1975 年から『貴州画報』の撮影記者としてミャオ族の文化や生活を記録するため、よ
く貴州省ミャオ族の居住地で写真を撮っていた。彼は 1976 年から伝統的なミャオ族の
服装を収蔵し始まり、30 年間前後で 5000 セットぐらいのミャオ族服装を収蔵した。[許 
2014:32] 
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 前述の通り、ミャオ族の刺繍の図案は美観ではなく、文化意味も含まれている。伝統的な
ミャオ族服装装から豊富な歴史や文化を読めるので、コレクションの価値を持つ原因がある。
これによってミャオ族の服装が収蔵し始めている人は次第に増えている。 
 興味としてミャオ族の服装を収蔵する人と違い、多くの人はミャオ族の服装の商業的な価
値を発見し、大量のミャオ族の服装を仕入れ、より高い値段で販売している。事例として、 
【C（女性、30 代）】 
 C は貴陽市に住む漢族女性であり、西江でミャオ族の伝統服装を購入し、より高い値段で
販売している商人である。昔では閉鎖の西江にはミャオ族の人が自分の民族服装が世の中に
愛されることが知らなかった。ミャオ族人は生活を補助するため、古くなった服装を中古販
売”20している。このような長い歴史を持ちかつ図案が精巧である服装は、当地の人々が 100
人民元（約 1,660 日本円）で販売されている。地理位置が相対的に辺鄙なところであって生
活条件も比較的に艱苦である西江のミャオ族の人々に対し、自分の“古着”が 100 人民元で
売れることに非常に満足した。そして、交通の不便や言語の障害のため、C のようなミャオ
族服装の商業価値を見つけた人々にとって、これがよい商売機会になった。C は西江で 100
元の値段で１セットのミャオ族服装を仕入れ、そして貴州省の最大の都市である貴陽までミ
ャオ族服装を商人に転売した。一般的に１セットの服装が 500 人民元（約 8,290 日本円）の
値段で転売できるので、C の利益は 400 人民元（約 6630 日本円）があった。C は仲介とし
て、一件の服装から 400 元の利益を獲得した。そして、貴陽市の民族服装商人はまだ 1 セッ
トを 2000 元以上の値段で観光客や海外に販売する。 
ミャオ族服装は非物質文化遺産になったため、民族服装の文化的価値が高くなった。また、
観光業の発展に伴って旅行の記念や文化的な価値のたかいものとして、そして刺繍の図案の
芸術性の高いことが評価され、民族服装を購入する観光客がますます増加し、伝統的な手作
り服装の量が足りなくなった。そのため、当地に大量な工場で機械作り服装が生まれ、それ
は民族服装の産業化である。次の節で、民族服装の産業化について論じる。 
 
3．民族服装の産業化の発生 
 現在、西江における定期市では既製のミャオ族服装や銀の飾りを販売している店舗が増加
している。そこで販売している商品の大半は外来の観光客に向いている。観光業の発展によ
り、ますます多くの外国人は西江へ訪問して来る。案内の看板が英語の紹介だけではなく、
韓国語と日本語の説明もある。 
 既製服はミャオ族の服装と言えるけど、伝統的あるいは本格的なミャオ族服装を言えない。
何故なら、既製服としてのミャオ族服装の製作法、デザイン、原材料は伝統的な手作りの服
装と違っている。 
 まず、服装の製作法について、前述の通り、伝統的な服装の製作は非常に巧緻であり、服
                                              
20 ここで古くなった服装は数十年で着っていた服装（長い歴史を持つ服装）を指す。 
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装の完成まで、全ての工程が一人あるいは一つの家族からやるため、非常に時間がかかる。
特に、刺繍を刺すことはミャオ族の女性たちの熱心を注ぎ込み、生活の体験が服装に表れる。
最後で、女性について大切な小さい銀飾りが服装に縫い付け、服装の製作は完成である。反
対に、工場では作業がビーズ縫いとミシンという二つに大別されている。工場で生産する服
装は全て販売の目的であるため、銀飾りよりコストが低いビーズを取り替える。 
 また、デザインや色についてであるが、本論の最初に論じたように、従来は比較的固定さ
れており、色は主に赤、黒、白を中心にしているが、それぞれサブ・グループにより、固定
的な色を使っているため、民族内部のサブ・グループを識別する役割を持っている。デザイ
ンは民族文化と関連し、龍や蝶などの図案がよく見られるということも、本論の第  章で
記述している。しかし、工場で量産する場合、客にもっと多い選択肢を提供するため、それ
ぞれのサブ・グループの固有の色を超えて、現在において定期市で販売している服装は色と
りどりになっている。さらに、早めに完成するため、民族文化を代表する龍や蝶などの図案
が無くなり、代わりに円や三角など簡単な図案で装飾している。そして、既製服は原材料の
支出を減少や便利に染色するため、多種多様な化繊生地を使用して服装を作っている。 
 昔では、服装を製作する技術は女性が嫁として評価する基準になっていたため、他人との
技法の上手さ、刺繍のきれいさなどに表現してきたが、既成のミャオ族服装が普及するにし
たがい、他人との差別化がより製作コストをやすいでより流行の先端を行くものになったの
である。その背景には、ミャオ族服装を手作りする腕前という基準も次第になくなっている。 
近年、観光が盛んになり、少数民族の食品や服装など特色の物は、商品として売られている。
商業化と観光業の発展に伴い、手作りのミャオ族服装の需要量が非常に追いつかない状況に
なっている。そこで、工場で生産される既製のミャオ族の服装は市場で販売されるようにな
った。この影響を受け、現在のミャオ族の服装は伝統の手作りより、品質が変わっている。
現在、民族服装の生地は購入できるが、その生地が伝統的な機織りの布ではなく、工場で機
械から作られたものである。そして、いまのミャオ族の服装はミャオ族の人々にとって、自
分のために作った衣服より、商品としてお金と交換するという意味あいが強くなった。 
以上説明するように、手作りの民族衣装は近年において、次第に工場で量産化されるよう
になった。経済環境の変化は最も顕著的な原因である。 
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第四章 現代社会における民族服装に対する考え方の変動 
1．民族服装の転機と原因 
1-1 民族服装の転機 
90 年代の改革開発以降、社会の進歩によって民族文化は現代化ブームを遭遇した。閉鎖的
だった西江のミャオ族人は外界との交流が頻繁になってきた。その影響で多くの若者は実家
を離れて出稼ぎ労働者になった。従って、民族服装を製作する人は急に減少していた。若者
たちはほぼ出稼ぎをしていくので、服装の製作技術を習得する時間がどんどんなくなってし
まった。伝統的な刺繍技術は消失している状況になった。 
2000 年代以降、中国政府は伝統民族服装の衰弱を意識し、民族文化の復興を始めた。第一
章の記述の通り、ミャオ族の刺繍は 2006 に非物質文化遺産として国家級非物質文化遺産名
録に登録された。また、2008 年にミャオ族の服装も国家級非物質文化遺産として登録された。
これは中国政府が民族文化を重視し始めたと考えられる。 
藤本は「一九九○年頃より、衣服ファッションに多様なルックの氾濫から『原点に帰ろう』
という声が聞かれはじめ、一枚の布をいろいろな形にまきつけたり、直線裁ちのシンプルな
プルポンチョ風スタイルが多く見られた…少数民族が大自然の中での生活に密着した民族服
装に人びとの関心がよせられている。各地の民族服装を見ると、素朴な民族が長年土ととも
に人の肌に親しまれてきた服装の暖かさや、母親から娘へと受け続がれた遺産である手芸的
技術の美しさにひかれることがしばしばある」[藤本 1990:141―143]を指摘した。中国の場
合について、君島は「解放の翌五○年21には、すでに中国民間文芸研究会が成立し、民族の文
化遺産としての、民間伝承の採録が、国家の文化事業として開始され、文字なき少数民族の
口頭伝承が、初めて全国的な規模において記録されることになってである」[君島 1993:160]
と記述している。 
非物質文化遺産の伝承や発展について、行政は非常に重要な役割を果たした。政府は非物
質文化遺産の保護を重視していて、非物質文化遺産を保護するため、それぞれの組織や機構
を設立した。例えば、2004 年 8 月 28 日に、第十届全国人大常委会第１１回の会議で中国は
正式加入国として正式に国連の『保護非物質文化遺産公約』22に加入した23。そして、2011 年
                                              
21 1949 年に中華人民共和国（中国）は成立した。ここで、1950 年を指す。 
22 英語は the Convention for the Safeguarding of Intangible Cultural Heritage とい
う。 
23 全国人民代表大会ホームページ：http://www.npc.gov.cn 
 最終閲覧日：2016 年 12 月 4 日 
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2 月 25 日に、第十届全国人大常委会第 19 回の会議で『中華人民共和国非物質文化遺産法』
を通過した24。また、中央政府は非物質文化遺産の保護に対し、“中国民間文化遺産救急工程
（中国における民間文化遺産保護の緊急プロジェクト）”や“中国民族民間文化保護工程（中
国における民間文化に対する保護プロジェクト）”などを実施した。 
また、2006 年 2 月 12 日に「中国非物質文化産保護成果展」という盛大的なイベントが行
われた。これは政府が全面的に無形文化遺産にたいする保護を展開しようとする重要なイベ
ントであった。このイベントで、ミャオ族服装を含め、10 種類以上の民族服装の試着体験も
あった。終了の計画は当月の 28 日だったが、要請によって延期したほど盛り上がった[馮 
2007:138－139]。  
一方、地方政府の場合、貴州省政府や各県のレベルの政府も非物質文化遺産の保護を重視
している。例えば、王小梅は「貴州省における県のような地方政府はミャオ族服装の伝承と
保護を強力に推進するため、非物質文化遺産保護の専用資金を設立し、積極的にミャオ族服
装の博物館を建設し、非物質文化遺産を保護する」[王 2012]と述べた。成果として“欧東
花苗族服飾博物館”という博物館は貴州省東南部の凱里市で設立された。現在も貴州省の東
南部では面積や規模が最も大きいな民族博物館になった。館内の服装は 1980 年代以降の貴
州、雲南、四川、広西などのミャオ族居住地から収集され、展示されている（図 13、14）。 
 
図 13 展示中の民族服装       図 14 展示中の刺繍のサンプル 
  
 写真出所：呉晨撮影（2014 年）（友人の写真） 
 
                                              
24 全国人民代表大会ホームページ：http://www.npc.gov.cn 
 最終閲覧日：2016 年 12 月 4 日。 
47 
 
そして、貴州省政府は連続的に「旅游商品設計大賽（多彩貴州において旅行商品に対する
設計試合）」、「多彩貴州能工巧匠選拔多彩貴州大賽（多彩貴州において腕利きな工匠の選抜）」
と「多彩貴州旅游商品展売会（多彩貴州において旅行商品の即売会）」などの民族伝統文化イ
ベントを行った。このような民族伝統文化保護施策に対し、謝磊は自分の工作日誌の中で「貴
州における民族民間の工芸や旅行商品の種類は多様であり、さまざまな刺繍、銀器、陶器、
藍染などの伝統的な工芸品と現代の新型式材料を採用して作った各種の工芸品の総数量は
70 以上の種類がある」25と記述した。その「両賽一会」26は商品の設計、腕利きな工匠の育
成、民族伝統文化の発掘と民族工芸品の伝承などの方面から、商品の開発を通じて非物質文
化遺産の伝承や発展を促進した。 
第一章の記述の通り、貴州におけるミャオ族がサブ・グループでは色やスカートの丈の違
いがあるが、文化的にも差異がある。材質、製作工芸、代表する文化などの違いがあるので、
ミャオ族の服装は複雑な類型や特徴が表れている。さらに、西江のような辺鄙なところで、
ミャオ族服装の製作の多数が小規模の製作であるため、服装の製作は当地の人民の生計に対
して主導的な経済産業になりにくい一方、商品の過度な商業化は非物質文化遺産に対してマ
イナス影響を与える可能性がある。例えば、貴州省観光局は毎年二、三回で「両賽一会」の
受賞者が省外や国外で文化を展示し、そのなか、多くの受賞者が非物質文化遺産の伝承者で
ある。許江紅は「これらのイベントの目的は、貴州省の少数民族の文化遺産を展示するため
であるが、文化を展示する間に、よくない現象が多く出てきた。一部の人は金儲けの目的で
もっと商品を売るため、本民族の工芸品を製作する時間がないし、事前に他人の作品を大量
に回収して自分の販売品として販売する。また、他の民族あるいは自分の民族のサブ・グル
ープの工芸品は自分の民族あるいは自分の民族の支サブ・グループの工芸品として販売する」
[許 2014:38]と述べた。 
 現在、貴州省の地方政府がミャオ族服装の手工芸に対する保護は政策の制定、項目の設立、
資金の手配などの場面から表現されている。しかし、許江紅はこのような保護はまだ問題が
あると指摘した。 
 
ミャオ族服装に関するイベントの管理は政府の文化管理部から指導を受けているが、 
国家が地方の基礎建設に投入した資金より、地方政府が文化事業に投入する資金が少 
ない。そのため、辺鄙な地域は政府からの文化保護支援や資金を獲得しにくい状態に 
なっている。また、伝承人を認定する過程において、不規範の推薦や不規範の認定の 
現象が現れたため、文化を保護する結果は初と予想にずれている。[許 2014:41] 
                                              
25 謝 磊 
 2013 『多彩貴州旅游商品两赛一会発展歴程』 http://www/qlong.com.cn 
26 旅游商品設計大賽、多彩貴州能工巧匠選拔多彩貴州大賽、多彩貴州旅游商品展売会の総
称。 
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2-2 観光産業の影響 
都市化のプロセスは急速な発展とともに、都市部の人は都会の混雑、競争の激しさ、環境
の汚染、ハイスピードの都市生活に対して疲れている。余暇の時間を利用して生活環境を変
えて大自然を体験するのは最適の休憩と言われている。これに対して、貴州省は溶岩地形に
よって山、川、滝、溶岩地形など多様な自然風景がある。そして、貴州省の気候も優しくて、
冬が温かく、夏が涼しいと言われている。だから、ますます多くの人が貴州に観光してくる。
そのため、西江は観光地として有名になった。 
民族服装の商品化は現地の観光業の発展を頼りにして行われている。西江の旅行は大体三
つの形式がある。一つ目は、西江の自然観光を中心とする生態旅行である。二つ目は、西江
ミャオ族の民族風情を体験する旅行である。三つ目は、西江ミャオ族の祝祭日を参加する民
族祭り旅行である。この中で一番に民族服装が活用されるのは民族祭り旅行である。西江に
おける大規模な祝祭日として、毎年 11 月上旬に行うミャオ年や農暦の 5 月 5 日に行う独木
龍舟節がある。 
西江は 1982年から観光地として観光客を接待し始めた。昼間に専門の蘆笙演技隊があり、
道の上で歩きながら蘆笙を吹く。ますます多くの観光客は西江へ遊びに行くため、2009 年か
ら、夜には週に二、三度の大型な演芸会がある。演芸会の演技者は現地の 100 人以上のミャ
オ族の女性から構成し、主に民族風の歌を歌いながら踊る。表演する際、観光地の演芸会と
して現地の特徴を体現するため、全ての演技者は統一のミャオ族の表演服を着用する。表演
中には着用する表演服が手作りのミャオ族服装ではないが、ミャオ族服装の視覚的な特徴を
表現するため、表演服にも機作りの図案、銀飾り、藍染などの元素が見える。 
民族服装の商品化は民族特徴を展示するだけではなく、民族服装の回復にも役立つもある。
なぜなら、外界の人は民族服装に対してますます興味を持っている。例えば、多くの観光者
は西江で観光する時、当地の民族が特有する民族文化を体験するために、民族の食物を食べ
たり民族服装を着用したり記念写真を撮る。ミャオ族女性は市場で布を購入して簡単な刺繍
図案を刺したハンカチを民族商品として販売することになっている。そして手作り民族服装
を収蔵する人のために、些少の出稼ぎに行く若い女性は西江に戻って手作り民族服装の作り
方を学習することになっている。手作りの服装は大量の日数がかかるが、工場で生産した服
装よりもっと高い値段を販売できるため、一部の若者はまた服装の製作を始めた。さらに、
現代の流行文化が好きなミャオ族の若者たちに対し、演芸会で民族服装を着る機会も提供し
ている。彼らは表演服を着て外来の観光者たちと交流する時にも喜んで相手に自分の表演服
を紹介している。 
しかし、民族服装の商品化は伝統的な手作り服装の保護や伝達に対して、良い効果がある
一方、ほかの影響もある。 
まず、ミャオ族(本民族)の人に対して演技服は伝統的服装市場に流入してしまうと、この
49 
 
既製の「伝統服装」が美しくて値段が安いので、多くの若者（女性）が購入した。購入した
ミャオ族人は演技服などの既製服が伝統服装として重要な場合で着用している。観光者のた
めに着用する演技服は刺繍や銀などの要素を服装に溶け込んでいるが、実は市場でよく見ら
れる量産の服装である。既製服を着用しているミャオ人は外来の観光者と交流する時、既製
服を伝統服装として観光者に展示することによって、観光客は既製服が伝統服装であること
をそのままで外に伝達してしまう。 
また、市場の需要によって、製作工場は伝統の刺繍を真似して民族服装を生産している。
しかし、生産者、販売者、購入者を問わず、伝統刺繍の意味を全然わからない状況になって
いる。つまり、伝統的な刺繍図案は単純に図案として保留されるが、民族服装の文化意味が
流失してしまう。 
そして、ミャオ族の若い女性は民族服装の製作に戻ったが、民族服装を製作の目的が昔と
変わった。第三章の記述のように、そもそも民族服装は自分の着用のため、あるいは付き合
う男性、結婚相手、自分の子供のために作ったものであったが、現在民族服装は商品として
金儲けの道具になった。民族服装を製作している若者に対し、服装の製作は民族文化を保留
するためではなく、商品になり販売物であることになっている。 
 西江の観光産業の発展によって、ミャオ族の伝統文化が外に広めているが、民族文化の留
保と伝達がうまくできなかった。どのようにミャオ族地域の経済を発展しながら、ミャオ族
の伝統文化を保存と伝達することが課題になった。 
現在のミャオ族の若者、特に若い女性が自分の民族服装にどのように考えているのか、自
分たちは手作りの服装を持っているのか、自分は手作りをできるのかなどに対し、筆者はア
ンケート調査を実施した。その結果と回答についての分析は、以下の節で記述する。 
 
2．西江ミャオ族に対するアンケート調査 
時代の変化に伴い、各々時期の民族服装は次第に変わっている。そのため、2016 年の時点
で、西江ミャオ族の人々に関する民族服装の所有状況や伝統技術の把握程度を了解するため、
筆者は 50 名の現地ミャオ族女性に対してアンケート調査を行った。女性のみを選択した理
由として、従来、民族服装の製作は女性の仕事であるから。今回のアンケート調査は 2016 年
10 月に友人の二人（呉さん、貴陽市に居住している会社員と曽さん、貴陽市に居住している
会社員）を依頼し、西江の「千戸苗寨」における現地のミャオ族女性に対するサンプリング
調査であった。アンケートの内容について以下の通りである。 
 
表３ 西江ミャオ族の女性における民族服装についてサンプリング調査 
1.あなたの年齢は（ ） 
 A.8－20 歳 B.21－35 歳 C.35 歳以上  
2.あなたが持っている民族服飾の数量は（ ） 
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A.なし B.1－3 セット C.3 セット以上 
3.あなたが持っている民族服飾の由来は（ ） 
A.自分で作った B.母親や兄嫁から作ってもらった C. 市場で購入した 
4.あなたが民族服飾の文化意味については（ ） 
A.知っている B.あまり知らない C.全然知らない  
5.あなたが刺繍をすることについては（ ） 
A.できる、上手 B.できるけど下手 C.全然できない  
6.あなたは生活中に民族服飾を着ることは（ ） 
A.受け入れる B.全然受け入れない 
7.あなたが民族服飾についてどんな憂慮については（複数選択できる）（ ） 
A.製作過程が面倒くさい B.生活不便 C.ファッションの感じがない 
8.民族服飾は重視すべきなのか（ ） 
A.特殊な場合で礼服として重視すべき  
B.重視すべき、現代服飾と同じように  
C.デザインが古すぎ、淘汰するべき 
D.どうでもよい 
 
そして、もらった結果は表４と表５のように整理する。 
 
表４ アンケート結果の整理表（１） 
質
問 
解答者 
 １  ２  ３  ４  ５ ６  ７   ８ 
A B C A B C A B C A B C A B C A B A B C A B C D 
1 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
2  ●    ●  ●    ●  ●  ●  ● ● ● ●    
3  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ●    ● 
4  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
5  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
6 ●    ●   ●    ●   ● ●  ● ● ●    ● 
7   ●   ● ●   ●   ●    ● ● ●   ●   
8 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
9  ●   ●   ●   ●   ●  ●  ● ● ● ●    
10  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ●    ● 
11  ●   ●   ●    ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
12 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
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13  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
14   ●   ● ●   ●   ●    ● ● ●   ●   
15  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ● ●    
16  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
17  ●    ●  ●    ●   ● ●  ● ● ● ●    
18 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
19 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
20  ●   ●    ●  ●   ●  ●  ● ● ● ●    
21  ●    ●  ●    ●   ● ●  ● ● ● ●    
22  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
23  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
24  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
25  ●   ●   ●    ●   ● ●  ● ● ● ●    
26  ●   ●    ●  ●   ●  ●  ● ● ●    ● 
27 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
28  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
29   ●   ●  ●  ●   ●    ● ● ●   ●   
30  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
31  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ● ●    
32  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
33  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ● ●    
34 ●     ●  ●    ●   ● ●  ● ● ●    ● 
35  ●    ●   ●  ●    ● ●  ● ● ●    ● 
36  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
37  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
38 ●     ●  ●    ●   ● ●  ● ● ●    ● 
39   ●  ●  ●   ●    ●   ●  ●   ●   
40  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ● ●    
41  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ●    ● 
42 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
43 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
44  ●    ●  ●   ●   ●  ●  ● ● ● ●    
45  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
46   ●   ●   ●  ●   ●   ●  ●  ●    
47 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
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48 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
49  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
50   ●   ●   ●  ●   ●   ●  ● ●  ●   
 
 
 
表５ アンケート結果の整理表（２） 
順
番 
質 問 選 択 肢 人数 比率 
 
１ 
 
年 齢 層 
8－20 歳 13 26% 
21－35 歳 31 62% 
35 歳以上 6 12% 
 
２ 
持っている民族服
装の数量  
なし - - 
1―3 セット 38 76% 
3 セット以上 12 24% 
 
３ 
持っている民族服
装の由来 
自分で作った 3 6% 
母親や兄嫁からもらって作りの服 11 22% 
購入した 36 72% 
 
４ 
民族服装に対する
文化の意味を知り
ますか 
知っています 4 8% 
あまり知りません 13 26% 
全然知りません 33 66% 
 
５ 
刺繍ができますか できます、上手です  3 6% 
できるけど、下手です 15 3% 
全然できません 32 64% 
 
６ 
普段の生活に民族
服を着ることは？ 
受け入れます 6 12% 
全然受け入れません 44 88% 
 
７ 
民族服装について
どんな思いをもっ
ている（複数選択
できる） 
製作過程がすごく面倒くさい 47 94% 
生活の不便 50 100% 
ファッションの感じがない 45 9% 
 
 
８ 
民族服装の考え方
について 
特殊な場合で礼服として重視すべき 17 34% 
重視すべき、現代服飾と同じように 5 10% 
デザインが古すぎ、淘汰するべき - - 
どうでもよい 28 56% 
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アンケートの結果と回答についての分析は、以下のように記述する。 
 
問一 
 
 西江ミャオ族女性の伝統服に関するサンプリング調査の人数は 50 名であった。この中で、
8－20 歳の方は 13 名があり、総人数の 26％を占める。21－35 歳の方は 31 名があり、総人
数の 62％を占める。35 歳以上の方は 6 名があり、総人数の 12％を占める。今回の調査対象
は千戸ミャオ塞に会ったランダムなミャオ女性に対して調査が行った。結果から見ると、21
－35 歳間の割合が高く、これは当地が観光地であることを考えられる。 
 
問二 
 
50 名の女性の中で、全員はミャオ族の民族服飾を持っていることを通して、民族服飾は現
26%
62%
12%
年齢
8－20歳 21－35歳 35歳以上
0%
76%
24%
民族服所有
なし 1－3セット 3セット以上
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代においてもミャオ族人に対して不可欠なものであることをわかった。理由として、まずミ
ャオ族人が普段にあまり民族服飾を着用しない状況から見ると、ミャオ族人は民族服飾をそ
んなに重視していない一方、民族身分に対する認可として必ず民族服飾を所有すると考えら
れる。また、第三章の記述のように、毎年に年中行事や盛大な祭りを開催する際に民族服装
を着用しないと他のミャオ族人に排斥される恐れがあると考えられている。特に結婚式の場
合、まだ民族特色や習俗を保留している西江ミャオ族の人々は当事者と客人を問わず、民族
服装を着用することが必要であるから、民族服装を持っていない人は一人もいない。そして、
表 4 によって、年齢による変化がなく、若者は年上の人と変わらない程度に民族服飾を所有
している。 
 
問三 
 
 この表によって、現在の西江ミャオ族人が所有している民族服装の大半は購入したものに
なっている。自分で製作することがかなり少なくなってきた。そして、表 4 によって、自分
で作った人は全部 35 歳以上であり、若い女性の民族服装がほぼ自分で製作したものではな
いことがわかった。1980 年代以降、観光業の発展によって、多くの商人はミャオ族服装の販
売を開始した。市場の需要によって急に民族服装が不足になったので、民族服装は手作りか
ら工場での大量生産に転換し、既製服化が現れた。民族服装が必要品と考えるミャオ族人は、
特に時間が金儲けを中心にする若者たちは市場で既製服を購入している。 
 
 
 
 
 
6%
22%
72%
持ち服の由来
自分で作った 母親か兄嫁からもらった 購入した
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問四 
 
 この表によって、アンケートを受けた人の中で大半は伝統服の意味が分からなくなったこ
とがわかった。つまり、大半の人は伝統服について、特に刺繍の技法を運用して服装に刺し
ているいろんな図案に含まれる文化や神話、また伝統服で苦しい歴史を記録することはわか
らなくなった。そして、前述の表 4 によって、年上の人はまだ民族伝統服装の意味が知って
いる一方、全然知らない人が全部若者である。当地のミャオ族人に対し、民族服装を所有す
ることは必要であるが、若者たちは学校を通って国家で制定する統一の課程や教材を学習し
て漢族のような文化教育を受けるため、自分の民族文化に対する学習意識がますます減退す
ることになっている。さらに、筆者が 2013 年西江に観光した際、ある当地の若者から前述
で記述した鳥や龍などの図案が単純に美感のため服装に付けるという紹介もあった。 
 
問五 
 
8%
26%
66%
伝統服の意味
知っている あまり知らない 全然知らない
6%
30%
64%
刺繍の技術
上手 下手 全然できない
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この表によって、当地 50 名のミャオ族の女性について、50 人に 18 人の割合で伝統的な
手工芸としての刺繍ができる。つまり、アンケートを受けた女性の間で、36％の人には刺繍
の技術ができる。逆に、全然できない人は半分以上を超え、64％を占めているということが
わかった。表 4 により、現在の西江では刺繍の技術の熟練者がほとんど 35 歳以上の女性に
なっている。しかし、年寄り人たちの子女が出稼ぎで孫が実家に残っている状況が普通にな
っている。この状況によって、年寄りの女性は家事と孫の看護に大量の時間を消耗されてい
るので、服装を製作する時間が無くなった。また西江が辺鄙な農村部に属し、昔の照明がほ
ぼ火の光に依存したため、長い歳月を経て彼らの視力が衰えたため、服装の製作はできなく
なる状態になった。そして第三章の通り、ミャオ族の若者に対して刺繍を学習すること大量
な時間や精力を使って繰り返し練習することが必要であるため、多くの若者は学習したくな
い状況になっている。 
  
問六（問七の分析も含める） 
 
 この表によって、ミャオ族がほぼ全員が普段に民族服を着用することが受容されないと考
えられている。前述の表 4 の問七によって、総人数の 90％以上の女性は民族服に対し、複雑
な製作過程やファッションの感じがない、さらに、全員の 50 名の女性が民族服の着用に対
し、生活の不便という選択肢を選択した。問六と問七を合わせて考えると、日常生活中で農
耕作業を中心にするミャオ族の人々に対して生活の便利のため、普通な T シャツやズボンを
着用するのが好きになった。特に現代流行文化が好きな若者は「ファッションを感じない」
という選択肢を選んだ。つまり、若者は民族服装が地味なものであると思い、生活中に着用
すると恥ずかしいに思うと考えられている。 
 
 
 
12%
88%
生活中に民族服の着用
受容 受容しない
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問八 
 
 この表によって、多数の人は民族服装をそこまで重視していないと考えられているが、淘
汰すべきという選択肢を選択した人はなかった。つまり、民族服装が重視されない状況は事
実になったが、ミャオ族人はまだ自分の民族服装に何か捨てるのはいけないものがあるでは
ないかと考えられている。民族服装は民族身分に対する認可として必ず所有するものである。
また、各々重要な場合では民族服装の着用することも必要である。そして、現在に民族服装
はミャオ族人に対して収益の源泉になったので、商品として販売したり、観光者を吸引する
演出服という役割に変わった。 
 
3．民族服装に対する考え方 
人類社会は長い歴史の変遷において、文化の差異、多様な社会生活や客観的な事実に直面
し、民族が複雑な形成と発展過程を経ていた。郝時遠は「民族は諸言語、居住地、経済生活、
社会風習、宗教信仰、価値観念と行動方式などの違いを展示するため、多民族国家、多様な
世界において人類文化の差異性を表現する最も重要なベクターである」[郝 2009:2]と記述
し、趙世林は「文化が民族の特徴だけではなく、民族を構成する核心の要素であるため、民
族文化の伝承は民族共同体の形成や発展の機能である」[趙 2002]を指摘した。民族服装は
ミャオ族の文化の凝縮であり、「ミャオ族」という民族を表れる媒体の一つである。 
 Gilbert Rozman は中国の現代化について、「全ての伝統社会は自給自足と相互依頼に基づ
いて形成する」[Gilbert Rozman 2005:483]と記述しているように、服装の製作モデル（伝
承人に対する主観と客観の消失）について、改革開放の前にミャオ族の人々は長期的に閉鎖
的な自然環境にあり、生計が伝統的な農耕モデルであるため、伝統的なミャオ族文化も比較
的に伝承されやすかった。貴州省のミャオ族の多くは山地に居住し、比較的に生活環境が悪
くて生産方式も遅れているため、個体が集団を離れて生活するのは、難しいであった。文化
34%
10%
56%
0%
民族服装の考え方
礼服として重視すべき 現代服と同じように重視すべき
どうでもよい 淘汰すべき
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の伝承は民族を持続的な発展に対し不可欠である一方、文化の適応や文化の伝承は社会メン
バーの義務であった。集団の需要とその集団に属するからこそ、昔の西江ミャオ族の伝統文
化は比較的、完全的に伝承されてきた。 
 観光業の発展や社会の進歩により、西江ミャオ族が現代化の過程を経て、伝統的なミャオ
族服装は商業化や市場化の洗礼に遭遇したため、ミャオ族の服装文化の伝承に影響を与えた。
祁慶富は非物質文化の保護について研究する際、「非物質文化遺産の伝承は伝承人を離れな
い」[祁󠄀 2006:3]を指摘した。つまり、伝承人の消失に伴い、本格的な非物質文化遺産も無く
なる。事実上、国家級非物質文化遺産としてミャオ族の服装について既存の製作主体が変わ
ったため、西江ミャオ族の服装の制作技術やその深層にある歴史の口伝えに対する伝承は巨
大な影響を与えた。 
現在、市場経済の発展に伴い、当地の若者たちが大都市や沿海都市へ出稼ぎに行く数量が
増加している。若者たちは生計を立てる手段が変わった。さらに、現代化の影響で若者たち
の価値観も次第に変化している。事例として、 
 
【D（女性、50 代、既婚）】 
 D は 55 歳の女性であり、ある 22 歳の娘が広東省広州市へ長期間で出稼ぎに行っている。
D は生計を維持するため、主に農耕作業から収穫した穀物を定期市で販売し、時間があるな
ら、自分で手作った靴の中敷きに刺繍の手法を運用し簡単な図案を刺し、定期市で販売して
いる。娘は二、三年間ぐらい一回に家で五日間前後にいて、また広東に戻してアルバイトを
し続ける。D は“娘が 16 歳から長年に外地でアルバイトし、刺繍することは全然できない。
刺繡の手法はとても難しいが、お金があまり稼げない。娘がアルバイトに出て一年に稼いだ
お金が自分の刺繍工芸品より、20 倍ぐらいの格差があるため、刺繍の技術を学びたくない”
と言われた。 
 D の娘の状況は西江において普通であり、特殊な事例ではない。彼女の考えは現在の時代
で当地の同世帯の若者たちを代表している。 
  また製作方法の変化（文化の消失）について、現在まで市場からミャオ族の服装に対する
需要は以前と比べ、大きく変化している。昔の服装は主に製作者自身や家族を供給し、そし
て他の民族内部で人にも贈り物として作っていた。現在の服装は民族の限界を突破しより大
きな市場へ流通している。市場の需要のため、新たな生産方法が生まれてきた。その新たな
生産モデルにおいて、機械製作が手作りに取って代わり、すなわち非物質文化遺産の核心に
取って代わられたため、服装はベクターとして人と人の間に学習、継承、交流などの関係が
繋ぐ役割を無くなった。機械製作はプログラムを設定しったら同じ完成品が制作した。さら
に、一般的には市場の要求により、文化意味を持つ図案がしばしば流行する図案に取って代
わられたため、民族に対する特定な図案は次第に無くなっている。特に、無文字のミャオ族
に対し、図案が文字として民族の歴史や文化を記録していたため、図案の消失はミャオ族の
歴史あるいはミャオ族の文化が次第に無くなっている。 
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 西江ミャオ族の場合には、工場で既製服の生産することは一つの手段である。もう一つは
家庭で一定の量を生産することもできる。前の章で触れている「家庭工場」の形での生産も
一つのパターンである。知り合いから紹介することより、多くの女性は電子ミシンを購入し、
ミャオ族の服装を機作りで販売することになっている。服装にいろんな図案をパソコンに入
力し、一つの電子マシンは 24 時間連続に生産すれば、一週間前後で、10 セット（１セット
に帽子、上着、スカートを含めている）の服装の生産が可能になっている。1 セット服装の
コストは大体 300 人民元（約 4,950 日本円）であるが、販売価格が 800 人民元（約 13,190
日本円）である。 
現在の市場では大量な工業生産によって生産されたミャオ族「民族服装」があるが、この
ような「民族服装」は低コストと低価格というメリットもあって、市場では人気のある民族
特色のある商品になっている。特に観光産業の発展によって、このようなミャオ族服装が自
分の商売、現地のミャオ族人も観光業の仕事のために既製服化のミャオ族服装を着用してい
る。既製服化のミャオ族服装は従来の民族服装と比べ、前述した製作工芸と刺繍、銀飾りの
含まれる民族文化を記憶し、伝承する機能が無くなった。 
また、現在にある若い女性が手作り民族服装の作り方を学習するが、金儲けのため民族服
装を製作して商品として販売している。それにより、保存されるのは民族服装文化ではなく、
民族服装の技術である。若者たちは単純に製作技術をできるが、その製作した服装にどんな
民族文化を代表し、どんな文化意味を持つのかはわからなくなった。 
結局、ミャオ族人は民族服装に対する「地味的なものかつ時間がかかってもお金を儲けな
いもの」という考え方が「商品化によって観光客や収蔵者のため作りもの、売りもの」に変
わった。 
終章 現代社会における民族服装に関する検討 
1．民族服装の変遷に関する原因の検討 
近年の観光産業発展によって、少数民族の食品や服装など特色の物は商品として人気にな
っている。商業化と観光業の発展に伴い、手作りのミャオ族伝統服装の需要量が非常に追い
つかない状況になっている。工場で生産される既製のミャオ族の服装は市場で販売されるこ
とになった。この影響によって現在のミャオ族の服装は伝統の手作りにより機能が変わった。
現在、民族服装の生地は購入できるが、その生地が伝統的な機織りの布ではなく、工場で機
械によって作られたものになった。そして、現在のミャオ族伝統服装はミャオ族の人々にと
って、商品としてお金を交換する商品になった。現代社会において、ミャオ族の伝統服装が
本来の機能を失った原因について、以下の原因が考えられる。 
まずはミャオ族服装の需要者が変わったことである。昔に閉鎖した西江では服装の需要が
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主に自分や家族であった。あるいは付き合いの相手や親友の間で贈り物として家庭での手作
りによって完成する形式であった。経済発展に伴い、当地のミャオ族人は外界の人との交流
が多くなり、伝統服装が観光客の前に展示されることが増加した。そのため、ミャオ族伝統
服装の商売も始めた。その背景によってミャオ族の服装の需要者はどんどん商人や観光客に
なった。 
また、既製服を出現したことである。既製化の服装は伝統的な服装より製作法、デザイン、
原材料が違っている。刺繍や銀飾りなどの要素はまだ服装に残しているが、文化機能とする
図案や様式が次第に無くなった。伝統的な紋様、蝶、龍、銅鑼など複雑な元素は生産性が大
いに向上するため、簡単な幾何図案に変化した。この変化によって無文字のミャオ族は伝統
的な図案の消失に伴い、自分の民族文化もどんどん無くなっている。 
 そして、経済環境が変化したことである。1990 年代以後、中国は市場経済の確立とともに、
現代的な商品は各地方から少数民族地域に流入され、辺鄙なところも手づくりの品以外の物
を使用できる。市場経済化により、ミャオ族は化学染料を簡単に入手できるようになり、ま
た服装の生地素材の選択枝も増えた。多様な可能性を市場から提供されたのと同時に、伝統
工芸製品の手作り生産にも大きな衝撃を与えた。そして、市場経済化の影響を受け、貧困地
方のミャオ族の若者の多くは経済的に発達している大都市や沿海都市へ出稼ぎに行った。 
 さらに、現代の学校教育の普及もミャオ族の伝統文化に影響を与えている。新中国成立後、
政府はミャオ族地区で義務教育を急速に進展させた。ミャオ族の子供たちは義務教育を受け
るために学校へ通う。ほとんどのミャオ族の学校の課程と教材は国家の統一標準によるもの
である。従って、子供たちは漢族の文化教育の影響を受け、本民族の伝統文化に対する意識
がますます減退している。そして、学校に通うことにより、親から手造りによる工芸品の制
作に関する教えを受ける時間がなくなり、結局に自分の伝統民族文化に興味も薄くなった。 
 最後に、娯楽の変化も原因の一つである。テレビドラマの内容理解について言えば、中高
年の人々は漢語の教育程度が低いので、ドラマの内容があまり理解できない一方、若者たち
は学校教育を受けているため、共通語の聞く・話す能力が比較的に高いので、ミャオ語のド
ラマより共通語（北京語）のドラマを好んでいる。漢語のドラマは若者たちにとってミャオ
語のドラマよりさらに魅力的のようである。テレビの普及にともない、若者の興味はテレビ
鑑賞にかなりの時間を使い、ミャオ族の伝統的な手作り服装の製作への関与と関心が減少し
た。これは伝統的な服装の制作技術などの伝承と生存の基礎を脅かしている。 
 
2．現代社会における民族服装の課題  
社会の進歩や時代の変化により、西江ミャオ族にとって二つの相対的な対立の文化が生ま
れている。若者たちは現代風の文化を代表している一方で、年上の人々が伝統的な民族文化
を代表している。 
  佐藤はミャオ族に対して研究する際、自分のフィールドワークから得られた知見により、
「1984 年、中国は農民の地方から都市への移動を認可した。それによって、農村出稼ぎ者の
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都市流入が始まり、現在では常態化している」[佐藤 2008]を指摘した。当地多くの若者た
ちは市場経済化の波により、実家から離れ経済的に発達している大都市や沿海都市へ出稼ぎ
にいくことが流行である。さらに、貧しいところの子供は学校に入れるため、学費減免や生
活補充などの政策により、学校に通って文化教育を受けられる若者たちがますます増えてい
る。若者たちは、出稼ぎを目的に大都会へ赴くことで、頻繁に異文化と接触するようになっ
た。彼らの目に映る都会のきらびやかな服装は、いつしか若者たちに流行への憧れと、自身
の民族服装に対する劣等感を抱かせている。 
大半の若者は都市部に出稼ぎをしたが、一部の若者は現地に残って観光産業を従事してい
る。仕事のために「ミャオ族の服装」を着用しているが、これはもう本当な伝統服装ではな
い。龍葉先はミャオ族における伝統的な服装に関する伝承や発展の研究が長期間的に行い、
彼は「西江ミャオ族民族服装を作る技術を把握する人は急速に減少し、二十代前半の若い女
性が全然わからないという状況があり、二十代後半から三十歳ぐらいの女性たちが民族服装
の手作りがまだできるが、品質があまり良くない」［龍 2011］ということを指摘した。さら
に、伝統的な工芸、特に刺繍、藍染などの技術は次第に消失し、若者たちは自民族の伝統服
装に対し否定的になったのを目にしている。しかし、2008 年から西江観光の盛行に伴い、も
っと多くの観光客が西江へ旅行するため、当地の若者たちはまた、ミャオ族服装を着て定期
に出演している。つまり、現地の若者は伝統服装を着用することが増えているが、ミャオ族
の伝統服装文化がまだ衰微している。 
  一方で、年上の人々はミャオ族服装の守護者として小さい頃からずっと服装と一緒に生活
している。彼らとして、歴史の記憶や祖先に対する追想は文字として服装に記録しているた
め、伝統服装は貴重な財産である。このようなミャオ族の老人はまだ自分の手で服装を製作
する習慣が残っている。しかし、若者が自分の民族文化に対する思いが変わった次第、この
わずかの伝統服装文化もどんどん消失している。 
 
3．まとめ 
 本論文では、まず「ミャオ族の歴史」、「ミャオ族の伝統服装」、「世界中に民族服装の変遷」
という三つの視点に関する先行研究を整理し、中国貴州省における西江ミャオ族に対してま
だ指摘されていない問題点を提出してきた。そして、ミャオ族の生成、定義、分類、伝統的
なミャオ族の服装を紹介したうえで、ミャオ族服装が含まれている文化機能を解明した。ミ
ャオ族の伝統服装はミャオ族のシンボルであり、特に刺繍の図案および銀飾りの様式は文字
を持たないミャオ族にとって当時の出来事や思いを綴るという意味を持っていた。また服装
の製作過程において、服装を介した女性の間の「共感的」関係を体現し、服装製作の技術は
母親から娘へ受け継がれるものであった。そして、服装の製作も西江ミャオ族における女性
の生活形態を表現している。昔西江ミャオ族の生活形態は男女に分け、男性が耕作狩猟を中
心とする一方、女性が服装の製作に専念していた。女性は子供時代に母親から服装製作の技
術を習得し、結婚したら夫、子供、義両親の服装製作も一手に引き受けることになった。 
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 しかし、経済の発展に伴い、ミャオ族の若者は都市部へ出稼ぎに行き、親から服装の製作
に関する教えを受けることがなくなった。そして若者たちは外界の人々との交流が頻繁にな
っているため、自分の民族服装に否定的な考え方を持つことになってしまった。若者たちは
学校で義務教育を受けて出稼ぎに行くので、服装製作の技術を学習する時間がほとんどなく
なった。そして、製作の技術を学ぶことが大量の時間をかかるが、お金が儲けないため、若
者たちは学習する熱心も減少した。このような状況によって民族服装の製作技術もどんどん
なくなっている。 
 1980 年から、中国において観光業の発展に伴い、西江ミャオ族の伝統服装文化も外界に知
られた。そのため、多くの商人が西江ミャオ族の伝統服装の商売を始めた。市場の需要によ
って伝統服装の既製服化が現れ、現地のミャオ族服装の在り方は変わった。 
 2006 年に、ミャオ族の刺繍は非物質文化遺産として中国非物質文化遺産名録に登録され
た。ミャオ族の伝統文化の流失について、絶えず政府の重視を引き起こすため、ミャオ族の
服装はまた人々の視界に戻ってくる。それに加え、2000 年以後、西江は観光地としてますま
す有名になっている。観光者を引きつけるため、当地の若者たちはミャオ族服装を再着用す
ることになっている。さらに、民族服装の商品化により、西江ミャオ族の若い女性は手作り
服装うがもっと高い値段を売れるため、民族服装の製作に戻っている。 
しかし、観光客のために再着用のミャオ族服装は昔の服装と比べると、大きな違いがある。
さらに、現代社会において民族服装の製作は若者たちに対し、お金を稼ぐ手段の一つであり、
自分のためではなく、他人のため（販売のため、お金を交換するため）になっている。それ
により、結局、刺繍の技術を保留することができるが、この刺繍に依頼する民族文化はまだ
保存できない状態になっている。この問題に対して、次の課題として残しようと考える。 
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 最後になりましたが、日本での留学を支援してくださって母親と兄に心より感謝致します。 
 ここに記して、支えてくださった全ての方に深く御礼申し上げます。 
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